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妊産婦のための母親教室
と

乳児育児相談

；昆乱の中て初めてお疸を{，Jえようとしているたまごママ、

育児に不安を抱いているひよこママの心配し:と l、＿一専門の

医師がお答えr しま -10 せひおこし下どい。 （熱料）

日時 3月 18日 （土）

9:30~12:00 

場所 神戸学生青年センター内

スタジオ

文逍阪急六 甲駅徒歩 3分

問い合わせ丸

TEL078-842-2122 

主催 禅区アマチ >7熱線ボランティア

復技 灘区保健所・灘区医師有志



←む平むで 1'ヅふ'1Jし 99 年・砂I/・99←>9り9'1'-＇

参考資料 すでに皆さんにはお判りと思いますが何かの参考にお使い下さい。

問題郭袂のPQSシステム 1Prohl暉 Orlentedsyslenl 

＼ 
託固をげ文 ←一
畏樟ずあ

(D'i) 

問題め朋碕化

閲関遠舷ぐためめ

託回案
I P (an) 

惜報とは 判断、意思訣定に役立つ「知識」 9データ」を策める

但し「必要 I という尺度で、ふるいにかける

しか 1集めるのが目的ではな，'

JN 3 J LP 小坂

正常時--------,、

井常時

この場合混乱がおきる

のは当たり削c

起きるのが当たりiりで
行えはイライラも起き

ないが。

今必要とするもの、役立つもの、目的にかなったものに的をしぽつでl9報化する

不必要な知織・デ・タは、思い送り良く捨てる

情報91い築方法

現場{9報~自分で現場に出かけて 1●報を集める方法

現場には生砂1肖報が沢山あ＇） 自分の目で良く確かめ、必要なものを選び出そう

人脈イ9毅 日々接触している人からも価似あるじょうほうが多く得られる

人はそれぞれ、自分とどこか異なった体験をしていもそれだけに 積極的に、多くの人々と接触

すれば多くり,1肖9l1を手に入れることが出来る

活字19報：新聞、雑誌、惜9且枯等ばく大なものがある。

短時間で目標達成していくには必要情報だけ厳選する

問題とは',)かのまとめ方

1) 牛活楳境

2) I：判靱迂即兒

3) 『月9子、食習1月
4) ネl会的

匂 心理的

6) 経済的

7) 身体の陪害

8) 家族環境

開き取り方法

1)本人の氏名でおこなう 層））小坂さん、小叛のおじいさん等

21朕件を手短に言い、相手に多く話してもらう

3）言葉g9間に必ず、rあいずち」をする （伽l）それは：大変ですね

4)安易は妥協はしない（依存心を梱え込むから 1

5)対等な立也で行う

閲き取りは人と人 Lがコミュニケートする挙で、まず自分をさら 11出す

車で相手の心が開かれます



l •i 「NGo.i・・と）ま？‘←庭義ど、殴狙紺どし町の＇性格
Ill非政府団体（民間団；；）としてのNGO

イ）政1打組織... ..・・・・・省庁

ロ）抽方公共団1本・・・・・・..都道府県、市1町村
ハ）政府桟関（＝特殊法人） ・・・公1祖．公団、事業団など

「政府」

12)非営ill” 公益団体としてのNGO

「非営利」”・団体の関係者（役職員、会貝、奇付者等）に団休の利益を分配したり、

財産を還元しない。

不特定かつ多数の者の利益。

（民法第34条祭祀、宗教、慈善学術、技芸）

但し以下のものには、公共性が無いとみなされる。

ィlls]痣会、同好会の構成員打l互の視睦、連絡等

ロ）特定団休0)惜成員、特定戦域のものを対象とする福利厚生｀相互救

済等

ハ）後援会等の特定i伺人の精神的、経済的支援等

「公益」

参考

営和I ,公益団体（公共企業）

非営利I・ 非公益団体（中間法人'1)

堂利 ，非公益凹1本（営利企業）

：鐙気会社、ガス会社、鉄道会社埠

・ 1協同紅l合＼労慟組合｀共済組合等

：株式会社、有限会社等

(3)ポランタリー団休としてO)NGO

事業活動、運動のf直l＼運営、財源などが広く一般の市民 1個人、グ）＇ 9-プ）の目発

的な参加、協力、支援によって成り立っているもの。

参考
外Ill回休・疑似NGO

法律上は「非政府Iーであるが、出薬の方針や内容が「政府」の代行 令,1,完を目

的としたり、事業の迎営や財源について「政府J0)iili助 支援をうけているも

(／)は国際的にはNGOとは目なさない n

（4)第ニセクターを担う民圃公益活動体としてのNGO

第ーセクタ・ー：公共部門 （主体 公共機関、 94源は税金）

第ニセクター・民Il11常利部門 l'Iーイ本・企業、財源は企業資本）

第ニセクター：民間非営利部門 (K体▼市民、任意団体、公益法人等、財源は個人又は

団体の寄付

参考-
民間公益活動 (PhileothrnDY)

の社会活動

;,,特定多数0)利益の促進を目的とする民問

:J1'1(,7', 

/)r,'， 1-i T' 

喜；，＂"凡仕／午て＇］

ぢ忠 i- ＇ t｝し」＇’
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2 : NGOの理念，方法、そして効果の特性←節国憐尺む()〉ヽくと混同甘辺）

(1)理念の特fl

イ） l中立l'I」0)堅持

政沿、宗教、イデオロギーI（関して、ある特定ll)窓見や権益を活動に反映させない

ことにより、国境宗教、 14,Illを越えた協力活動を志伯Jする。

p) 「人類益」の追求

ある一国の国民の女全と繁栄を保護するという国家的制約に拘束されることなく、

地球9l」民としての人道的立場から地球社会の自山と平等を目指しして、地球的課題

に敗り糾む。

ハ）民衆レベルの「速帯」

発展途上）也域0)草IJ)根の人々を相互学習的な協力活動のパートナー（共徽者）とし

て、彼らが直面する問題やその解決の課程、そしてその結果を共有する。

(2)方i1、の特性

イ）組織としての「機動性」と「柔軟性J

発展途上地域の状況に対して、組織として素早（対応でき、プロジ~£クトも現地0)

文ーズの変化に柔軟に、かつきめ紐lかく対応できる。

ロ）プロジェタトの「経済性」と「効率l'I:」

一般的にプロジェクト規模が小さいにもかかわらず、比較的大きな効采や波状効栄

をもたらすことが出来る。

ハ） 「適正技術JO)尊人

協力活動の際に弗入される技術は、その技術の倦劣や能率でなく、その環境にたい

する逍否が最恨先される。

二） 「環境的側面」の重視

経済的環境の改善と強化だけにとどまらず、むしろ自然環境や生態系の保全、及び

そ0)地段の人々の文化・伝統 習慣とい」た社会的 文化的環境を重視する。

叩対象地1成の人々の「主体性」や「自主性」の呼重

プロジェクトの立案、実施、評価のそれぞれの段階に、そ(/)地域の人々が 1叶本的に、

目主的に参加することを尊艶する。

(3)効屎の特性

イ）貧困1曾・熙貧1曾の「ペーシィック・ヒューマン ニーズ」 （人間としての珪本的ニ

ーズ）の充足。

発展途上地域の大部分を占める貧困沼や最貧層の人間としての基本的~ニーズを充足

する。

nJ民衆0)＇自』）J自立」 0)促進

援助による精神l1勺依存構造を打破し、発展途土地城の草の根の人々の自IVI、自灯を

促進する。

ハ） 「開発教育Jとの連動

発展途土地域でのNGO活動の経険は、北側諸I国の国内における開発教育に連動す

る。それは、従来のIIIl9イ直観や生活様式を開い直し、新しい地球社会の実現に貢献す

る。

-1 -



3 :N 
(1) 「GO」と「NGO,

イ） G o (c:OV9)919"'C99taI O rganizaLion) 

口) !GO (l ntor-Gover呻 991a l o rgall ization) 

(Noo-C:OH,C,]間 9llalorganl2ati099) 

：政府張関

・政府1川機関（国際機関）

：非政11縣ll織（民間団休）ハ） ,c:o
二） l N G o (I n]9‘rnati09laI N09,〔-Govern'ent礼lO,,aoi，.il i叩） ：国際NGO

(2)国連用語としてのNGO（参苫・「国連とNGO」福巳 菊，三省蛍 198 Bl 

イ）国連恵宣第 71条

「経済中l会理事会は、その権限内にある事坦に関係のある民間団佐と協議するために、

適当な取り決めを行うことができる。この取り決め1よ、国際団体との間に、また洒当

な場合には、関係のある国際連合加盟国と協譲した後に国内団休との間に行うことが

できる。」

ロIECOSOC決課 1290 「民閲団体との協議取り決め」

「政111間協定によって成立したものではない国際団体を協議取り決め対象とする。」

・”・この定義に骸当するにもかかわらず国連では実際上l徐外されているのは、営利

団体、政党、基企の類である＂」 （同書p28-24)

ハ1国際団体名錨（国際協会連合： Union o[ ［nlernaLionaI Association) 

①目的 真に国際的な目的を行していること。

②メンパー 3ケ国以＿卜の個人または団休が、完全な投祟権を得て会貝となって

いること。その団体の活動分野での有肖栴者（団体を含む1に加人

が開かれていること。

③規約を存し、管理槻1関および役員を会員が出WI的に選出すべきこと。本部事務所

を有し、活動に組続性があること。

④役目 一定期間‘すへてその役員をl司一国民が独占している場合には、本部

所（i請地、ならびに役員を← itIIIl開0)のち、持ち胆りとしていること、】

⑤財政 活動資金の実質部分を 3ケl叫以上から得ていること。会員えの利益

配分を意屈lしないこと。 1同寄P2-31 

(3)狭義のNGO IP Vo : PI ivate volunl.ary or即niaalion)

ー() 「SGOダイレクトリー靡卵り発協力に携わる民間公益団体」 (NGO活動推進ヤ

ンターi 編集：」_9 8 8年l収録の「カテゴリ -I」の拡準

①民1991J))主導により設立されたもJ))。 （一般の市民もしくはグループの発意）

②国際開発協力（開発協））事業費が全事菜翡0)2/3以上を占める）をL目的とす

るもJ))。

＠＋たる財源が民間から(/)I処出金であるもの（民間からの寄付金、会黄、寄（）金、

民間淋団等から0)助成金が全収入(/)50％以．1一を占めるも(/))

ロ） 「PVOの登録条件」 （米国国際開発庁資料）

~ 3 -



ボランティアーとは？

辞書用語

Vojlmleer．公共の福祉活動事築に、自キ的に無料奉仕で参加する人（活動） ・・広辞展

：志郎者篤；ふ炎

実用語としての解訳

「困るっている人に、余裕のあろ人が何かを与えて助けてあげるもの」

9無償の献身I 「聖職」 「堕域）

変化してきたボランティアーの定義

本質は「自主性」 「自発性」が原則なのて目分の出来る範岡での参加です。

その行為は、人を抑圧したり 搾取したりすることのない，対等の関係を創り

出すための自発的な行動としています。

それは一つ一つは小さい力ですが、さまざまな問題を抱えたli民社会から県、

国ひいては国際社会に伯きかけ、地域社会を変革し、又は世界を変えていく

行（ことになります。

この活動は多種多様な人との関わりから始まります0)で「意外な展開」に発展

していく可能性を秘めています。つまり自分一人では到底出来ない様なことが

当然の様に出来ることがあります。そこては成り立つ人蘭相百のつながり方が

現代の社会・経済システムでの役割を越えたものが出来てきます。

まず自分から動く、それにより「ふさわしい湯所」ができれば 誰かの力が流

れ込んでくる。つまり新しい価値を発見する半ができるのです。

その帝昧てはずランティアー沿動は「不思談 iでも「意外」でもなく「9J)的な

情報」が発生するネットワークてす。

しかしポランティアーは自分から動くことで大きな力を与えられますが、―ーカ、

時には自分自身を辛い、やっかいな立湯1こ腐くこともしばしばあります"

「ひよわいIとか「1lI1から攻幣を受けやすいl 「｛第つきやすい．iとか • • 
これは国分」と「相手の問題」を切り離さないという関わりかたがそこにあ

るからです u

しかしそんな状態にあえて身を置いても、意外な展illや不思議な魅））0）ある関

係が在ることをボランティアーは経験的に知っています。

また情報も一而多くの「叫わさ！をもっています。ですから人々を繋ぐ力が

あり忠す。 「動的肘報l が次々に発生するとき、そのカ(/)i掠には'1肖報の「（｝よ

オ）さ等」があるのではないかと思います。

ボランテイアーがネットワーカーであるのは、自分自身を団よわさ等」に置

くことで繋がりをつけるからに他ならないとおもいます。
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よく使う用語

o fJA I OHicial D9velopnlpnl Assislah加） ：政府開発暉J

01icF : i紺外経済協力基金 (ODAの内二国flll政府貸しい）を壬たる業）

JJCA ：固際協力事業同

Joev ：肖仔湘外協力隊

lJAC • (JE C F開発援助委貴会（経済協力開発機構0)下部糾織）

O P E (` ：石油鞘出国器構

U N I CE If ：国際児童基裔

UNESCO;国連教育科学文1U設関

UNEP : I国連環境計而

WFP ：世界食料II両

WIIO ：世界保雑機関

1JNDP ：国連開発計画

G N P ：国民総生産

N Po ：非営利l団体
cvo '侶業ポランティア活動 (Corporalevol99hla9 y l)L9ernlJog) 

日本政府の援助雌19念

4援/JJIの国際1,1り理窓

①相互依存関係

園々はいろんな面でお互いに依存しあっている。

②人道的配慮

躇める「りが貧しい国に対して女援する事は当然の事という人類共適0)福祉の考え

なぜ援9屈べきか

①経済大罰として0)9)場

＠世界第一の1月権国ないし類字国として0)立場

③高い対外経済依存度

④平和国家としての立場

⑤Jl弔西洋国家としての唯一の先進国どしての立場

-5-



国際開発協力関係民開公益団体補助金と固際l←いうィ

関西岡係外務省関係 も同体 3, 4,9 2月ド」（全国Jt9. C%） 全回 31同」休

郵以雀凹怪 叫出ト 6―-32 0万門｛全国辺＿o五L 全国」 85団体

合91 9, 7 7 l万円（全肛j1;2i ・円％）

37, 4DO万廿

g l s, 583且円
2 5 5, 9 8 3万円

外膀省I'，肋金交付 3 7, 4 n0万円 (17%) 

郵政省 窃付金 9] 8, 5 8 9J 万~ [83%) 
心印99t硲＇窃ヘ

問咀朗係 10団交付金の決耳金額桔額 I'99o年I45, 40 l万円 ,;J>7'"" 
i 

その内 9,771万円の交付、叉1よ釦」金を受けている。約2l 5 ％の比率である。 口！， 69d

フ 1 ランソロピ—- 99源は人類愛

「!f oよi
叩松＿ S，990 

9 1 1 2 

心．位"'~ :― 

個人や企業が広く社会全般の公益の為に寄付を行なったり、ポランデ（アとしての労渕力を提

iJlする手を窓昧しますC

この原点は、 ii阻々）、の多様な価値観を認め、政府とは混なる立場からそれぞれ公益的な間薗に

かかわり、その多元Itこそが社会令体の福祉、原生の1,リ上に繋がります。

公益法人の設立

こ切フィラン'J99ピーの実践は、企業財趾，個人財団の公益法人が大きな役割を果たしています。

民間が自下的な立場から公益的な活動を実施するのがフィランソロピーの他旨ですから、この認可や認定に政1付

及び官1J'Tn出しする0)は望ましくありません，

R本では、公益法人t,9設立には、あらかじめ目的を特定、利I分化し、泊勁の1，J容や鈍l囲迄限定した 1ーでJjガ官1丁」

が許可する仕組みになっています，

民毘lの独自の立場から公益1，tを追求しようとするフィランソロビーi99)」を、政府が公益l,1」であるか否かを判定す

ると言う矛盾がわり＂！す，

寄ii金税制

寄付した企菜、個人の控除が関心単

公益法人税率の適用

ある国mi杭l
臼1、」名の税制上の摺遇処囲はあり、 HIし 9

奇1,Jされた公益法人が手続きすると、寄付全に対し―19規税された税金分が寄付を受けた法人に政府より洞Itさ

れます。

任意団体でも公益'1，tがあれば承認を併て寄付壷1空隙が受けられる。密百は同的と活動範囲

日本の現状

公益法人

社会的偲月切晴す

社団法人 人がもと

組織迎世や財政駐浅が審査対象

財団法人 財産がもと

税制0j桜遇 [3'9％の課粕I -船の祓人税率1こ37, 5% 

目剪J的に特定公益削進法人になれない

1更に大蔵大臣の承認が必要）

社会福祉法人は自動的に特定公益増逆法人になれる。
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大 阪府社会福祉協議会

阪神大寧災ポランティア行事保険

a ご案内

（ 天 災 危 険 揮 償 ）

0特長 ①薮神大芸災へのポランティア活勤を支援する為に、ポランティア全員に

ア

大阪府の補肋でボランティア保段 (Bプラン）を契約することになりま

したが、活動中の「地至、江波」によるケガ9切奮償されません。

ーこで、余震等による「地冥、津波」 0厖呑を揖償する「阪神大哀災

ボランティア行畢保険Jを創設しました．

止l-R「阪神大棗災ボラ9ティア行事保険」は、ボランティア活動中に通宮の

③ i門噂真）［ふ 事故によるケガの他、余震苓による「地震、津波Jc低害も播償します．

R賠償資任については、ポランティア保険 (Bプラン）で補償する為、

〇補伍,,,額

図

g 

包

「阪神大第災ポランティア行事保険」では、補償しません．

注）ボランティア保険では、地互による賠1l!天任は支払いの対象外です．

④涌償期間は、 1ヶ月までですのでご了承顧います．

（lヶ月を超える場合は、当社111までお問い合わせ下さい．）

死亡

碁抜遺閾害

」入院日額

保ユ院日額

400万円

I 2~40 0万円

3, 000円

2, 00 0円

験 I手祖保験金 3万円～ l2万円 (1事故 1回）

輝看護保険金 1, 500円 (1日あたり）



〇保険料

曰 君

宿泊な加し者(1日のみ以） 
かつ金 が50名 J:

1日のみ (5日0名ま未満）よ
り 3泊 4 で

謬
5日から
7日まで

7泊泊 8日から
13 148まで

1 4泊!5日まから
1ヶ月で

0加入手往き

1名あたりの保険料

1. 2 25円

1, 39 2円

l, 444円・

1, 53 9円

［ 
1, 7 6 8円

［ 渭）
聞屈ふ

この塙合は、名毎は
不要です。

9いえげ＄0-饂虹刈％ ，  

191) 
匹的'V,"I麿 0

①従来のボランティア活動行事保険〇申込苦及び振込且祇を使用願います．

R上記申込苦及び振込用紙にワ担但険拒保1と必ず明記下さい。

（記入が江いと通常のポランティア行事保険との区別がつかなくなります。）

R名淫は、申込習に添付して下さい．

三

EJ 

もよりの市町村社会福祉協議会及び大阪府社会福祉協讃全ヘ

大臣謂f社会福祉協講会

大阪市中央区中寺1-j-54（大阪府社会福祉指導t99ー内）

rn OO_162-9471 FAX 06-764-5374 

住友海上火災保険諌わ9ティr総合補償制度 担当 昆本

TEI. 06-252-4519 
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大阪 府社会福祉協議会御こ／ン） i三 I

ポランティア活動行事保険加入申込書［平成5年凶訂l

下記行季［：つきボランティア活動i渾保険を申し込み志す。

（受付社協） 社会福祉協様会 No 

汀人者1i、F罰内999み記入しtTさい。
ー ・ 、

行詣這者名 1
「甲込 a ----

~- - -------------—--—-• _ I ＿年月日＿，

代 衷 者名

代表者1,所 T 

鼈 話 番号

”石［五事五月，I庖予定日•: 1 -9 : 
---

日

日 日

月 日

月 E} 

只 | ：I 

月 1-1 

（ 

行手名行手場廂 □□？／：・`i．/
人円1---;,,

＼ 

人

粒合掛争

ドI

ド1

m
 
1'1 

円

※]型喝泊なし）と 1型9宿泊ふ））/;I咋確に鴎りして下さい。

※ 1嬰屈和碑込ぷは 1直の行手に2詞0人9Itとして下さい。

¥99金は1OI罷 1は上）

※〗型の行●には別1復l釦〇者名簿を洲付してください。
------

［注）臼事が中止の場合に使用して―卜さい0------------

け2止とな 9た行弗呂） （中止の理由）

（振込針） 銀行 支店（酋泡・当堅）

lb 名菩

＂ ～ ~ 

（市町村社協腔） し可二l



息。

O 疇い•,，—ぷ平 I'い I 0 

ご：：〗プニの□三三；;:;
●死亡 50J万円 I ●死亡 ）．l<Jl/j円

, 1 

9) 

り

●人

●後選障害

，こつ
（事液の

1日につき
・故d9日から""日

雌冠紐戸函刃k匹にな
象とな，)まt閲，9

}O' 

>

？ 

醐＼ーイ正1也人0)恥呻
虚 害を与えた鯰にお支払い し 和

鱈支払い限度額

•月、人車故 1名

1●故

•m芦 1事故 519099F 

3死亡見舞金

． ，Jくランティア木人が活動C11尼ビ（，~
1視害保険9}対象にならな 場合にお

支払いしますト

◎保険並雛

●後遺l●害 30~1.000月I月

・人院

●遅

旧につき鑓00円
（李釦90が、 1訊眼囮

院 1日につき紅001,J
（事故の日から9OO日のうち90日問9)

（平常d9t活●務9こ虹砂ない程度9叫 9
叩•となり也せんく ） 
●手術保険．金 50,0001sJ~200,0即In

●付渕随随金 1巳1、--Jぎ？．500r.1

2賠償責任保険

◎ポランティア活動中1也人の身休や財物

に9巨宮を与えた屯合にお支11，いしぎ'

cお支払いl99l目額

●対人市故 1も 1 倭 l'l

1忠故 2.,円

•;9物●故 1車故 500万14

3i死亡見舞金

•ボうンテ、ィア本人が活動中に9訊し

9 1房芭保唸d)対袋にならない場合にお

支払いします

◎保険韮頷

•死亡 10万内
..... 

（事故連絡先）

住友弗i火災保険,tか・ポランティア総合補償制度

●死 L
~ ~ ~・~

切乃l廿

故発生F)から3叫以内9こご連結＇「さい

1f 島本 電話皿(252)'，513
所 〒54J大rと市中央I＆南本町 3-5-14有楽I9ル 3階

「笠＿1



大阪府社含福祉協譲会御中

ポランティア閑測n入割入書（兼）聞入者名簿 i応:11

F靱改い、者名簿を汲えてポラソテ9ア渇鼓申し劫ます。

凌 1寸社協） 社会福祉協議会

疇麟） ＿平毯＿-年＿見日～平成＿芽＿3月 31-B
叩．者は戸暉内のみ記してください． NQ 

9•こI—―~ご：こ
化［：内容・［；；：：：3:： 二::-I;舌動凡：〗／番I 

ヤー=----: : ―•一•- ----•---•一[- -._-
:— □::：：ーニ ：―-ーロ―---__::_.--＿ロニ-―□_→ 

~＿＿ピ~＿ ＿ー・—___,___ー・・--

+- ---—~—~ ~ ~ •一• -- -し--~ • ~ 

~ー ： 、ー・——

名t
 

d
o
 

合

（市軋1村社協控） に面＿ー］



阪神大簑災における救援、支援活動

活動： ］月 18日より神戸西IIj民病除に登録看護婦 2名派遣｀現在継憬中

: 1月上 8日からアマチュア無線局を持つ登録会員が長出区より 241竹問体

制で非常適侶をアマチュア無線で開始した。当初般災者の安否通信を主体

に行うが区内は電気が切断されたので 9Vの常池式ハンディー機を用い出

カ2Wにより神戸市長1fl区から神戸市灘区に中維し夏にそこより大阪府吹

田市に送りここより電話により被災者の安否情報を 3日間おこなった。取

扱い件数は長田区22 5、讃1区256、東請1区12 9であり吹田市かちの

電話連絡19i近畿l酉0)みならす全国—FJI;,6 L oヶ所に及んだ。

無線機の出力が小さい0)と被災」阻の中継局の連用局長が各］名だった事

及びアマチュア無線家に非常通1目の哩解が充分出来ていないため、終始滉

信妨害に悩まされィ9本意な活動しか出来なかった。

：上月 29日より当会が持っているネットワークを王体に（社）日本アマチ

ュア無綿連盟関西本部と連携して、長[11区役所 51'保健所に無練局を開設

しAMDAと協同で 24時開体制で披害状況、被災情報、避雌場所0)生活

情報、物資調遅情報緊急医療活動の通侶業務、をおこなっていたが、 2

月6日より緊急匿療体制を解除し順次医療は地域の医師会に移行させ、現

在は主として1土砂救援活動ポランティア0)|n滑な活動（避難所間の物資

の充足状況、運送のための交通情報迅速な連絡等1を補佐するための後

方通信、情報収集等の活動をおこなっている。

又行政の連絡を各避難所に止しく、迅述に伝えるための通信活動も合わせ

ておこなっている

：以後東社1区の保健所 (2月24日現1rは仕吉小学校）神戸学生青年センタ

ーに昴地局を開設し、現在は別表の様に l3局が設置され活動している。

・災害発生3日位は安否情報 (1月17日ー 2o HI 

,J月l8日ー 2月 1日頃は避難所情報、緊急物資情報緊急生活l青報

: 2月 2,」ー 2月 9日頃は緊急が解かれた上記愉報

: ？月 l0 日ー 2 月］'7 月頃は生活のプライパシ~サ青素仏仮閥住宅、生活Jn



品の価格情報、人浴偕報＼等

: 2月 18日ー現在は上記のほ訊指定避難所から外れざるを得ない単身及

び夫婦の高齢者、身体閃害者と家族、乳幼児を1付えた家族、妊産帰の家族

協同生活が出来にくい人々の調査を各地区0)福祉協議会、保1建所、ポラン

デイアと連携を糾んて］軒 1庫（調べ、生活用品 食事等で緊急を隈する場

合は無線を使用して緊急食料、避難 1 入院の千配等に対処している。

• 2月l8口現在で無線局甚地 13カ所、活動煕綿局長約？ 00名

・迅速で北確な）酋信活動の利点を理解してい〈中で、各種救援活動団体と連

帯しさらに情骰活動のネットワークを広けてわきつつある。

・当会はメンパーが少ないので団体独自の直接活動は出来ないが、パヌアッ

共和国で活動経験した僻地医療0)方法、生活環境の変化の対応｀ ！）I,泄0)

方試通侶手段等0)経験がフ）レに牛かせている。叉通信を媒体にして各種

の海外協力団体、市民同休、ホランティアグループと迎携し有意義な活動

を挨索しながら行動している。

パヌアツに医療を送る会

大阪市Lい央区心斎橋筋 1-4-28

大出ピ）以 Ir

'『 EI, 0 6 -2 5 2 -l 4公0

FAX 06-252,049' 

担当小9奴雄て

参考迄に別資料共で合計3部FAXいたしました c



阪神大簑災における救援、支援活動

活動・ ［月 18日より神9ご，！り市民病院に登録省護婦2名派遣中

• 1月 18日から登録会員が長10区より 2,1時間体制で非常逓信をアマチュ

ア無線で開始し被災者の安舌惜報を 3日間おこなった。

］月 29Hより 1社） 1士トアマチュア無紐速盟関西本部と連携して，長田

区役所 5J,` 保健所に無線局を開股しAMOAと協ISJで24時間体制で被害

状況、被災情報、避難場所の生活府報、物資調逹情報，緊急医療活動(J)i酋

信業務 をおこなっていたが、 2月6日より緊急体制を解除し現在は1と

して日賞の救援活動ボランテイア0)円滑な活動／避難所問の物資(J)充足状

訊泄送のための交通情報、迅速な連絡等）を補佐するための後方通信活

動をおこなっている n

又行政の連絡を各避難所にiFしく、迅速に伝えるための通信活動も合わせ

ておこなっている

臼月 10日現在で無線局甚地8カ所、活動無線局長約200名

：迅連で正確な通信活動の利点を理解していく叶1で、各種救援活動団体と連

帯しさらに、梢報活動のネットワークを広げて行きつつある。

パヌ）＇ツに医療を送る会

大阪市中央区心斎橋筋 I-4 -2 8 

大宝ピル 2F

TH  06-252~14どU

FAX 06~252~0402 

担当小収雄二

参考迄に別資料共で合計 3部FAXいたしました。



平成7年2月 1(）［i 

市民の会事務所御中

毎日ご苦労様です。

関西固際協））協議会（関四NGO協議会）のメンパーでもある「バヌアツに医

療を送る会」では災害以後、猜報の収躾 伝逹、そのフオローに「日本アマチ

ュア無線連盟」と連帯しネットワークを組んで運用しております｀‘

このネットワークのフォロ一閥査砂ll紙0)ように行います。つきましては1がか

このネットワークをご利用いただけるならば幸いと尉いご迷惑にならない範囲

で2月11日 (_L)午前 9時頃、公I司教会 にお邪腐し少しの時肋に情報交換

をさせて頂きた＜宜しくお顧いいたしよす。

尚 俯報基地局の~—驚も参考迄にFAX いたしました。

敬呉

パヌアツに灰療を送る会

大阪市中央区心斎楢筋 1-4-%8

大宝ビル名 F'

TFL 06-2b2-1420 

FAX OC-2b2-0418 

担当小坂雄二
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阪神大震災救援活動一覧
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阪神大窟災地元NGO救援連絡会籍 関係団休 95,f9b/99 
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り
す
ぐ
に
セ
ン
ク
ー
に
か

11
つ
り
た
が
．

や

し
＇祈
泊
吝

U
な
く

0
と
安
心
。
脊
軋

人
の
小
旧

Aftl労
小
杖

U
i
4人
が
郎
用

に
し
な
い
の
て

K
μ
て
探

L
て
い
る

t
、

収
訓
惰
な
て
外
に
避
難

L
て
し
た
．

巾

fjj屯

‘
t
lli屯
は
足
の
邸
み
場
し

な
じ

U
ど

"ttiが
散
ら
ば
っ
て
い
た
。

て
し
中

い
キ
ャ
ス
タ
ー
の
上
に
の
っ
て

し
た
コ
ン
ビ

ュ
ー
ク
ー
・
テ

レ
ピ
な
ど

は
細
巾
だ

っ
K
。
ポ
め
る
＾
ェ
等
の
共
肌

lJi
作
州
は
．
巾
て
P

ッ
カ
ー
な
ど
が
聞

れ
て
ド

T
が

IUIか
な
し
．

ト
イ
レ
．
＊

ー
ル、

P

ピ
ー
料
の
収
に
“
裂
が
人
っ

て
し

る
が
、
仕
に
は
伯
は
な
い＂

娃
杓

セ
ン
ク
ー
て
は
、
地
洪

lE化
以
後
、

1

週
間
1
1
(
•し
い
か
ら
甜
光
t
支
投
の

ili仙
を
始
め
に
。
そ
の
さ
っ
か
IJ
と

9

っ
に
の

U
伸
旧
か
ら
の

i

木
の

Irl即

咄
は
だ
。
私
の
れ
校
知
・
し
な
い
間
州
学

代
の
招
学
生
が
｀
ド

iilが
＾
ャ
瑣
し
て
今

悼
川
に
帰
っ
て
い
る
、
大
学
氏
の

f
絞

の
に
め
ど
う

L
て
b
近
し
う
ち
に

11
小

に
い
＂
か
な
り
れ
ば
な
ら
な
じ
が
．
仕

lr

と
こ
み
が
な
し
と
し
う
の
て
あ
る
。
私

は
と
り
あ
え
ず
ザ
小

t
ン
ク
ー
に
米
れ

ば
な
ん
と
か
す
る
と
笞
え
た
。

地
媒
の
起
こ
っ
た
時
JUI
は
背
学

4
に

と
「
て
大
り
な
＂
馴
て
、
舶
文
の
提
出
｀

K
学
校

V
J
f舷
、
人
哨
試
除
／

rの
K

め
、
特
に

K
学
の
近
（
に
し
る
必
咲
が

ぁ
ぅ
た
の
て
あ
る
。

索
し
汗
小
セ
ン
ク
ー
の
あ
に
り
は
沿

孔
地
の

illM
に
あ

っ
て
は
殷
中
げ
が

Jt校

的
少
な
し
ijて、

M
近
の
“
が
介
れ
と

な
・
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
地
戌
仕
民

の

K
め
の
逍
難
所
に
は
な

っ
て
い
な
か

っ
た
の
て
．
杓
に
関
学
小
の
た
め
だ
＂

の
術
ふ
＂
と
し
て
提
供
す
る

こ
と
が

Ur能

だ
っ
た
の
て
あ
る
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
よ
ろ
し
く
ー
・

そ
｀
ン
｀
t
ン
ク
ー
で
は
、
披
災
L
た

ltl学
化
じ
＊

1
ム
ス
・
ア
イ
た
と

Ill介
す

留
学
生
・
就
学
生
の
支
援

"
W
I
i
k丈
Ji
の
よ
う
だ
．

祈
間
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
幹
旋
の
こ

と
が
、て
る
と
、
心
外
な
こ
と
に
沿
難
jir

4
泊
な
し
て

い
る
悧
浮
化
か
ら
龍
枯
が

多
く
あ

っ
た
。
婚
川
L
た
閑
坪
小
が
多

く
て
沿
難
所
て
作
し
て
い
る

ftl半
化
は

少
な
い
と
111
心
っ
て
し
た
が
．
そ
う
て
は

な
し
よ
う
だ
っ
に
。
彼

．
彼
女
・
り
の
・9

ち
の
旧
名
か
は
、
セ
ン
ク
ー
に
米
る
よ

う
に
な
り
、
多
い
と
さ
て
は

20名
ぐ
ら

し
の

ffI学
t
．
就
学
化
が
湖
在
す
る

・｝

と
に
な
っ
に
。

2
"
|
1
1
に
は
水
が
出
る
よ
う
に
な

り
，
ガ
ス
は
よ
だ
だ
っ
に
が

i

般
末
庭

と
追
っ
て

iR油
て
以
呂
を
沸

L
て
し
た

の
て
瓜
＂
い
に
し
人

＂
る
よ

う
に
な
っ
に
。

l
"
2
6
1
1
か
ら

U
K
l
l
l
l
の
M
心
て

Iti

水
が
で
る
、
ガ
ス
が
で
る

る
こ
と
に

L

新
間
＂

に
そ
の
サ
県
と

柑
井
小
に
は
伝
趾
す
る
こ
と
を
連
絡

L

た
。
新
間
に
そ
の
こ
と
が
掲
杖
さ
れ
る

と
ン
（
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
11
人

h
希

望
の
祖
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
小
に
は
、

欧
米
心
血
て

T
ジ
ア
の

ftl字
化
に
柘
不＂

反
応
を
ホ
す
よ
う
な
衣
庭
し
あ
っ

た
が
、

11
水
人
の
ポ
ラ
ン
テ
’
"／
梢
神
は
す
ば

り
し

し
b
の
に
っ
た
。
今
旧
の
地
媒
て

は
沖
．ぃ

iii内
t
休
て
披

W
が
ひ
ど
(
‘

*
1
ム
ス
テ
ー
た
し
遠
屈
地
が
多
か
っ

た―

-t
,
5父
泊
が
店
斬
さ
れ
て
お
り
杵

泊
な
ら
油
・入
る
距
隣
て
し
そ
れ
が
JIs
常

に
114難
て
あ
っ

K
こ
と
な
ど
か
し
、
ホ

ー
ム
ス
ナ
イ
先
は
行
易
に
は
快
よ
し
な

か
っ
た
。

1
3

8
件
の
|
し
出
が
あ
っ

た
が
．
実
院
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て

し
に
だ
(
-
：
し
に
な
っ
た
の
は
、

そ
の

う
ら

15件
杓
皮
て
あ

っ
た
。

義
援
金
統
々
に
勇
気

ー
0
0
倍

生
活
一
時
金
支
給
の
決
断

仰
屯
枯
が
熊
朽
て
か
＂
ら

れ
る
よ
う
に

な
っ
に
の
し

ffl学
化
に
と
っ
て
は
は

h

て
あ
っ
た
と
息
う
．

よ
に
セ
ン
ク
ー
に
出
人
り
し
て
じ
る

竹
学
化
と
比
と
し
て

い
る
と
、
地
設
後

の
柑
学
生
に
お
食
の

Ilu叫
が
り
実
だ
と

い
う
。

一
般
の

11本
人
平
化
が

111Jj川

位
の
貯
令
を
折
ち
な
が
ら
作

L
て
じ
る

と
す
れ
ば
、

ftl浮
小
は
そ
ん
な
余
裕
は

な
（
ア
ル
バ
イ
ト
な

L
な
が
．し
な
ん
と

か

R
し
て
い
る
人

b
多

い
し
い
う
。

父

部
省
か
ら
兄
舞
金

1
0
"
111
111111
る
と
い

う
情
柑
し
あ
っ
た
が
、
粘
治
的
に
後
々

の

10"111
よ
り
1
吐
皿
の

3
i
j川
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
．
が
金
泊
抽
し

INI始
し
、

2
1
1
_
11
か
ら
仕
い
が
令
墳
・
小
瑣
し

k
侑
学
小
に

3""ず
つ
支
給
す
る
こ

と
に
し
に
。
打
に
根

Itlは
な
か
っ
た
が

5
0
0
り

111を
11様
に
作
合
を
出
め
．

1
5
0
名
は
ど
に
女
佑
す
れ
ば

し
い

の

て
は
な
い
か
と
h
'え
た
の
て
あ
る
．

版

M
は
、
人
含
よ
り
出
金
の
ル
が
多

く
セ
ン
タ
ー
が

t
て
仔
え
る
と
い
う
状

況
が
紋
い
K
。
し
か
L
I
I木

U
会
は

lit

て
た
し
の
て
は
な
く
、
朴
金
が
多
く
集

よ
り
始
め
た
。
そ
し
て

2
J
I
M
II
か・り

は
支
給
の
範
訓
と
就
平
牛
に
拡
大
す
る

こ
と
に
し
た
の
て
あ
る
。
火
じ
計

7
6

3
名
の
利
弗
化

ふ
双
弗
↑
に
化
泊

i

昨

金
の
女
給
が
て
き
た
。
支

U
Lて
く
だ

さ
っ
た
全

IEIの
竹
さ
よ
に
怒
削
感
紺
て

す
．
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
よ
し
に
．

｛＂
＂
“
に
関
述
出
ポ
が
あ
り

i
す
。｝
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0

0

 
． 
大
震
災
と
環
境
問
題

大
撰
災
に
見
鯰
わ
れ
る

l
"
I
i
l
l
，
よ
さ
か
K
凡
＆
が
起
こ

る
と
は
，
は
L
A
ど
の
人
が
り
え
て
い

な
”
＾
た
神
，い
が
．
直

f
利
の
K
地
成

に
見
"
b
l
l
士
L
欠
死
け
は
ハ

i
o

0
人
な
也
え
、
聞
瑣
衣
Jn
は
約

i

ヒ
Ii

棟
，
．
し
・
？
K
さ
な
帖
W
と
受
＂
よ
L
に
．

内
M
、
i
i
"
“
に
よ
る
位
懐
管
雌
が
訓

趙
に
さ
れ
よ
L
に
が
．
こ
の
よ
う
な
K

災
W
に
H
L
．
け
政
に
よ
る

ヅ
h
的
な

す
ー
ビ
ス
な
期
け
す
る
こ
と
に
は
，
叫

虻
が
あ
る
i
感
じ
よ
L
K
。

M
期
の
人
命
枚
DJi
と
泊
火
枯
動
に
お

い
て
は
．
そ
れ
ぞ
れ
の
i
ら
の
代

Iiiじ

よ
っ
て
K
さ
な
迫
い
が
見
・
し
い
に
と
息

い
よ
す
．
ど
．

E
誰
が
住
ん
て
じ
る
の

か
不
叫
維
な
郡
全
に
川
L
．
地
収
化
民

の
交
i
l
l
o
泊
化
な
ド
町
や
淡
れ
Ol
ご
ハ

な
ど
の
JCl
成
て
は
．
ど
こ
に
雄
が
し
る

か
、
さ
・
し
に
ど
の
辺
り
に
柑
て
い
る
か

と
い
う
h
I
f
i
l
l
i
-
i
n
.h
u
｀
枚
出
泊
仙

の
批
地
に
K
さ
な
染
が
て
i
L
L
.
i

K
、
沿
全
て
貼
し
凩
述
さ
れ
る
＂
柘
川

防
川
の
“
ん
の
培
し
K
き
か
C

た
と
息

し
よ
す
。

"tiiか・
し
H
分
に
ち
の
化
泊
し
て
し

る
比
戌
ん
｀
ど
の
よ
う
に
し
て
．
よ
り
化

，．
 

み
や
す
い
え
ら
に
「
＜

っ
て

し
く
か

a

i
k
住
民
．
A
ひ
と
り
が
そ
う
じ
ぅ
心

曲
な
り
っ
て
い
る
こ
と
が
贔
汲
だ
と
り

え
さ
せ
・
し
れ
よ
L
に
し

フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収

沖
＂
祁
小

iIt年
t
．
ノ
ク
ー
て
U
.
3

J
I
3
1
1
か
ら
．
兵
庫
肌
7
0
．
只
凹
れ

＇

処
暉
樅
辿
は
横
会
の
ポ
う
，
＜
ァ
ー
~
I
t

L
て
．

Jli甜
泊
祓
w
h
．
し
の
7
"
ン
ガ

ス
旧
れ
な

i"って
い
よ
す
"
4
I
l
u
II

ょ
て
に
簡
人
の
ポ
う
ン
・ァ
f
-）
が
出
ベ

7
8
A
て
れ
11
間
け
い
．． 
旦

八
れ
の
冶

叔
M
か
ら
7
0
ン
ガ
ス
な
M
れ
L
i
L

•

2
• i

 兵
叫
川
ド
て
は
、
約
IoJiふ
＂
の
冷
叔

Miが
帖
災
し
に
と
り
．
入
＇
し
れ
て
し
よ
す

が
．
そ
の

．9
し
旧
収
さ
れ
K
の
は
、

4
％
に
滋
に
な
い
約

i

ぶ
几
0
0ム
＂
て
す
．

｀
ぶ
の
飢
い
佃
収
中
は
，
し
へ
と
し
殷
W

の
人
さ
か
c
k
M
o
.い
巾
が
．
7
＂
ン
ガ

ス
の
皿
収
は
お
み
か
、
ゴ
‘
‘
、
の
分
別
収

県
す
・
し
徹
託
さ
れ
て
し
な
か

っ
に
こ
と

が
K
さ
な
駈
I
A
I
t
り
．
ぇ
．
し
れ
よ
す
“

他
の
敗
災
fliil休
て
は
．
北
給
し
受

＂
て
冷
成
州
を
収
巣
L
.
7
"
ン
ガ
ス

を
旧
収
し
て
し
る
の
に
M
L
.
＂

ilHi

て
は
現
化
し
7
0
ン
ガ
ス
人
旧
収
の
よ

i
．ハ
ッ
カ
ー

111て
冷
必
M
l
t
駁
壊
し
、

収
u
I
L
て
し
よ
す
＂
例
墳
求

kiて
し，

分
別
収
肌
が
臥
託
さ
れ
て
い
な
か

っ
K

5
．
冷
戯
h
l
I
U
I
t
f
l
l
筵
n
`
｀
、
と

こ
格
に

処
分
さ

ll
て
ー
よ
「
て
い
i
す
。

冷
必
W
の
冶
媒
7
"
ン
の
旧
収
は
．

折
外
線
を
防
ぐ
オ
、
ッ
，
t

り
な
守
る
に
め

．
 
0

0

 

憑、

ヽ

會

の
7
0
ン
M
術
cil
伍
一
祁
て
L
か
あ
り

よ
せ
ん
が
、
1
1
頃
か
ら
て
さ
る
｀
〗
と
は

ゃ
っ
て
お
か
な
い
t
‘
災
ト
＂
時
に
お
い

て
は
印
頃
に
M
L
て
人
さ
な
叫
彬
特
t

＆
ば
し
て
L
よ
う
•
:
t
i
息
い
知
し
さ

れ
土
L
K
.

r
復
良
を
大
義
に
追
法
r
野
焼
き
」

挺
災
後
、
竹
に
依
肖
の
K
さ
か
っ
た

H
i
i
i
体
て
、
れ
峠
物
処
聞
汰
に
追
反
す

る

rrf悦
さ
」
が
始
め
ら
れ
よ
L
に
．

絣
究
グ
ル
ー
プ
や
凶
頃
庁
が
曲
而
L
た

t
`
；
み
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
は
●皿

代
の
W
“
t
i
J
t
t
ゃ
依
代
紺
tij
匝
川
と
な

る
物
質
が
検
出
さ
れ
よ
し
に
．

t
澤
小
て
は
．
近
悶

n佑
r
l
i
の
μ
I
J

i々
l
l
．
よ
に
W
"
r
l
i
て
は
仮
泣
燒
刈
い

を
増
設

L
て

4
"偵
さ
J

と
小
|

L
よ

し
に
。
残
る
＂
泊
休
て
し
、

rilig

な
人
投
名
分
と
L
た
追
汰
i
i
ぬ
の

ryf

燒
さ
J
を
“
民
化
訴
の
安
＾
＇
、
随
店
を

面
I
l
l
L
,
1
1
ャ
息
に
小
止
さ
れ
る
こ
と
が

別
よ
れ
て
い
よ
す
3

早
急
に
ア
ス
ペ
ス
ト
対

策

を

品
興
」
の

ZIUl追
汰
け
山
に
．

Tー

ス
ペ
ス
|
M
梢
が
依
し
ば
糾
な
間
割
L
J

l
て
珠

irり
I
l
i
す
。

T
ス
ペ
ス
ト

ri
▲フロン回収作集

，
＇
し
て
1
1
"
代
県
代
が
依
（
．
飛
牧
肋

止
硝
か

・り
作

tluの
隠
籍
悴
雌
i
て
、

労
仙
安
令
j
f
i
t
怯
な
ど
仙
々
な
I
J
I
M
が

は
1
1
.
し
U
て
じ
よ
す
~

L
h
L
山
災
後
3
ヵ
"Ull
.
y
f放
し

状
態
で
M
化

閑

が

"
b
I
t
．
吠
さ
付

＂
ア
ス
ベ
ス

ト
の
か
た
よ
り
が
糾
μ

川

lll憤
I
i
J
側
溝
じ
伐
ら
て
い
る
の
が
1
1

収
さ
れ
る
な
ど
．

jW
霜
て
は
り
．ん
し
い

な
し
位
依
な
状
況
が
起
こ
っ
て
い
よ
す
“

後
々
に
．
＾
＇
旧
の
成
災
紺
峡
に
よ
る

偵
IJi
聞
村
が
と
こ

っ
て
し．

枚
済
策
が

と
ら
れ
る
の
は

111帷
て
あ
り
、
M
よ
り

し
そ
の
よ
う
な
位
依
代
か
含
ん
て
い
て

は
、
i
i
i
吠
の
バ
江
昧
が
あ
り
よ
せ
ん
。

l
I
i
k
の
随
絣
や
t
命
な

f
氾
L
t
i
I
I

快
政
領
が
い
ー
息
に
ボ
め
・
し
れ
て
し
i
す
，

（
山
人
）

t
f
lく
は
，

fi川
旧
屯
さ
'
‘
ナ

ー
に

ご
参
加
く
ピ
さ
じ
．

妥
縦
災
と
生
酒
環
境
」

l
i
i
I
l
u
l
4
11
2
1
1
1
[
全
｝

rft」
作

I

l

l

戊

lt

第
2
l
u
l

4
Il211
11
（食）

r
ざ

射

枝

I

l

l

別

I

t

冷
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神戸学生・胄年センター
各種教室案内

♦濱涎I§セミナー ・ ． ．． ． ．．．．． ．． ． ． ．．．．．． ． ． ．．． ．．

4;．1 9U I l. ik5 ~ ！j,IJ19 
•I; 1•l',L‘1. li?8 iI I • 5:i1(I 

●六甲 ト レー ニングサロン ． ．． ． ． ．． ． ． ． ． ……• ．． ．

'li1l/ill ・1il1!I“・lt:IMJ
1ililll'VI, Oi!li :11 7111 

♦債康f本繰 ． ．． ．． ．． ． ． ． ．．．．． ． ．．． ．． ． ．．．．． ． ．． ．． ． ． ．．．． ．．．．

•I•9Jo11 l.，ii l II ` 1 2:IHl 
.1, IIl',L’1. 1178 781 92:IH!9 

♦伯美会（樟更け） ．．．．．． ．． ． ． ． ． ． ．． ． ．． ． ．． ．．． ． ．．．．．． ．．

~) I · :11 INII ・ 1&1 •S:11IJ 
紺jJ99,;L‘I:II;H紀 IGI：ふ

♦サチヽ ＜ッチワークキル f ...... . ...... .. .. .... 
i氾・1,k1ヽII.，Fi!I ~ 5:（員I•):1全lli l l ・1ii!l-l~.IKI 

仮令しI'fl7K凶211加 I
●あみものさ ろん（ほた ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

iiJt ・ :1 ・ IヽトII;I I tK I ̀ 5:｛III 
代1lI几‘I:II78 叫 l・り19:I・1

♦憎戸グレースチャ ペル（日屯叫9) ．． ．．． ．． ． ．

lllb!II ・ 1iij!J・ 121ふ
i.i!l~ :A.· !.iJH! u7潤 •52 · 1Ml58

●からし、い会（樟更紗） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

))2. •I 4'’U I I. i;（J -•I :9H9 
,Ii14 L’9; 997!'7 :II・17!9H 

♦フォ ークダンスの会 ．．．．． ． ． ．． ． ．．． ． ．． ．． ．．．． ．． ．． ．

J< • 4< • I III I(• Iii l 91~ 1 1 1H9 
jitし，．A.・(III l介 (19i886 1 2652 

♦すぎIょ•コ ーラス ・ ．．．． ． ． ． ．． ． ．． ．． ．．．． ．．．．．．．．． ． ．．．．

J9 9U II.,i;I III `• 123119 

辿Ih:,L ・ 1'4 ~1111!(· 1178・81 I叫,5
♦ I＊戸女戸古喝団 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＂．．．．．．．

念11111・1iiIII ~ 1 2:I999 
j:I!ぃ •~-.糾 JI ; (• II?H・:/!JI叫55

◆ "戸東女声合98団 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

全1lUI I. 1反1-.1:1●I
池紐 ',L • YI I I詮 9..0727 77 •2{9HO 

♦児童英l!(MOMO) ............. . ........ .. .. .

j 9. 4(．4;．it. l :9i! 1 1 

.¥ J也1.‘9.《litt8H2・,l 1!11 
♦WE C(英会•~> ... .............. . .. .. ........ . ..

tin/I.II ・ JFl!J-12鼠ト
“I¢;•ん ‘I : 197H咄 I・t2:18 

♦創li乍ア ップリケ・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

ふ2•.I I I・全19li1 1. ii) 1 •3,k,lo11 1 1りillJ• 11:llCI 
|（iki L‘I; （liH H21 ••1(i:12 

♦ノイエカンマーコール（混声 ::i -, ス） ．．．

I IMI l. i20 -9;（III 
A紐1..,i;;IRIli!J8 .I(l ••I 1719 

♦煎茶舷宣 ． ．． ． ． ． ．．．．． ．． ．． ． ． ． ． ． ．．． ． ． ．． ． ． ．．． ． ． ．． ． ． ．．．．

I l : II991. 4<9贔l1.，l;i !l -1 2:IMll 

JHりJI',¥;'I:117K・ Kl 1 · l~J l!i 
♦ヨ t/体 1ゑ ．．．．．． ． ．．．．． ． ．．． ． ．．． ．．．．． ． ．．．．． ． ．． ． ．．．．． ． ．

/<IMII • IPi!J::~1- lt:INJ 
糾L’I:(178•8.II •IJ:15(i 

♦アトリエ U3 （フラウーアレンジメント）．．．．．．．．．

沿2• 1小9UII・後1~5:MJ 

kiし'k‘9:II78氾l・!Jll:IH
♦ア ト リエ太隅の子（児童9gilli) •…•, ..... 

4:IIM91. t友1-5鼠＼；

,i,I(;,'A:＇9: 117d 81 1 H.12 1 
ー・囀.....---・・.. ・・-・--- ー ・マ• .．．ー・・
iU991込lょ，hhutif9；ゃl9ll •(9 • I••1.' （か；じA

て1ぶ.J!I'，加：い町・ li •9. .. 』

...入浴送通サービス

、こ
”“
』
"
伶
唸
且

弓

f

吋
荘
査
召
B
ゃ
ff“19え小

『
障
害
』
児

・
者
支
援
の
会

灘

区

ア

マ

チ

ュ
ア
無
線
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

今
旧
の

K
謀
災
直
後
、
あ
り
と
あ
・し

ゆ
る
情
州
媒
休
か
ら
多
く
の
伯
祖
が
飛

び
火
い
出

L
伶

L
か
し
、
そ
の
小
に

ぁ
っ
て
な
お
央
地
て
化
沿

l
t
じ
る
は

ず

の

祠

wど
の

状

況

は

伝

b
っ
て

さ
よ
ゼ
ん
て

L
K
.

i体
、

iOt．
し
は

H

処
に
し

っ
て
し
よ
っ
た
の
Ir
．
私
に
ら

に
何
が
出
米
る
の
か
．

M
が
必
咲
な
の

か
。

そ
ん
な
息
し
の

r閃
也

児

．
t
r
x悽
の
＾
ム
｝
の
秘
ー

M
小
行
い
＾
ム
横
が

1
月
⑳

iI、
ぃ兄
都
に

ル
じ
て

IUIか
れ

i
l
k。
{
＾
'
現
化
、

被
災

爪
都
府
ド
の
18
の
使

M
H
I休
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
て
い
よ
す
。
）

そ
の
後
b
た
し
追
は
、
け
い
弗
化

W

年

t
ン
ク
ー
の
一
我
と

JJI
地

llI務
所
と

L
て
お
伯
り

L
て
、

JJiル
に
杜
伐
人
っ

て
泊
仙
し
て
き

i
L
K。
そ
れ
に
よ
っ

て
湘
．

求
泊
以
を
小
心
と

L
に
各
避
骰

所
と
よ
わ
る
こ
と
が
出
米
．
そ
こ
て
沿

難

t
枯，
r
余
儀
な
（
さ
い
て

い
る

面
閃

立

を
し

っ
k
J
j々

と
関
係
な
っ

（
っ

て
し
さ
な
が
り
、
災
悧
に
出
＊
る

Ill
り

必
人
て

V
l
l
る
よ
う
に
な
り

i
し
た
。

私
に
ら
が
関
わ
っ
に
Ji
々
UJ
悦
禎
は
よ

さ
に
じ
岐
に
泊
っ
て

r
i
L
K
0
人
浴
．

杓
打
と

111
々
uじ
め
．

爪

邸
へ
の

；
＂

凶
靴
．
心
付
範
投
へ
り
込
迎
寛
そ
こ

て
私
に
ら
が
ぷ
つ
か
C

に
し
の
は
．

f

閃

t
"
t
i
に

L
f
て
水
小
ー
に
深
糾
な
状
況

u討
災
VJ
後
し
＂
旧
し

1
し
か
わ
・
り
な

じ

と
し
・1
曳
火
て

L
K．
け
政
の
糾
の

II

r
ナ
ュ

ー
ン
ソ
ー
が
欲

L
い
．
“
ば

な
片
け
＂

に
い
＾
ざ
、

r
炊
出
し
て

If

ぅ
仙
じ
切
て
の

W
‘
ー

5
o
n側
な
い

か
」
．
私
達
が

iii仙
な
始
め
て

L
ば
り

（
に
っ
に
二

JI小
ご
ろ
，
牡
趾
所
か
＇
り

こ
ん
な
災
就
が

111次
し
ビ
．
泊

区

T
r、

チ
ュ
ア
量
紺
ポ
ラ
ン
テ
ー

T
は
、
凶
雑

所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
伯
柑
火
挽
な
熊

訟
な
艇
↓
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
．
逍
雌
片

ヘ
必
淡
な
情
柑
か
無
訟
な
仙
し
↑
く

oE

催
に
伝
え
る
な
ど
を

11的
と
し
て
泊
仙

か
・し
抜
＂
俗

ち
て
い
っ
に
地
欣
て

t
さ

る

江

mwど
．
こ
う
じ
っ

K
ケ
ー
ス

セ
ル
状
の
人
に
ら
と
と
し
に
り
え
な
が

り
、
私
の

K
じ
rメ
援
泊
仙
を
し
て
い

さ

に
し
と
IJ
．
入
て
し
よ
す

9

（糾
．t
友
’と

＂ホ
_
J
I
n
肉
は
．
芥
内
枚
会
｛
仮
名
ハ

＂
駅
巾
東
）
な
梃
点
に
泊
仙
さ
れ

i
t

“
は

0
し
八
ー
八
i
・ハ
ー
Q
し
0
0

を
池
め
よ
し
に
。

訂
＂
中

は

ft料
な
始
め
．
し
の
が
欣

L
じ
と
か
水
な
汲
ん
だ
り
シ
！
卜
な

ill

る

f
伝
い
が
必
災
｀
な
ど
の
μ
が
レ
（
．

そ
の
郡
虻

F
を
尽

{

L
て
い
み

い
み
曲

ペ
栢
L
て
答
・
ん
な
出
す
よ
う
に
L
、
よ

ャ
懇
雌
と
峰
め
て
じ
に
ナ
ェ
ー
ン
ソ
ー

し
μ
業
団
休
の
ご

M
Aて
喝
＂
の
伺
に

は

閑

n「
さ
て
派
泊
て
さ
て
大
杖
州

ば
れ
に
こ
と
し
あ
り
士

L
に。

王
＂
に

人
る
と
水
泊
が
出
た
り
ガ
ス
が

UIlll.

ょ
な

ぃ
＆
lir
じ
て

M
I
J
の
旧
壌
し
侶

し

ff
い
て
さ
た
こ
と
し
あ
り．

曲
沢
や

化

s．
似
改

Itも
の
|
l
込
み
｀

引

っ

迅
L
の
平
じ

し
．
北
し
し
イ
ベ

ン
ト
な

L
て
く
＂
る

tiiは
な
い
か
な
ど
，
け
令

復
り
や
心
の
ゅ
と
り
な
ボ
め
る

N
が
レ

く
な
f

て
さ

i
l
k
。

.
;
＂
り

は
．
北
泊
沿
ゃ

IL州
を
貼
め

t
Mか
・
し
恥
よ
っ
に
ア
f

、
ナ
ュ

T
徳
線

ぶ

W

隕
虞

~
水
が、

M
I
I、

山
の
1
1
し
訊
の
I
I
L

泊

K
内
の
注
難
所
や
テ
ン
ト
と
少
し
て
遡

り

兒
て

IAIし
て
止
し
て
．
＂
心
と
卜
な

仙

っ
て
染
め
て

(
l
l
k
し
の
て
｀

小
さ

な
け

H
l
t
．
つ

i

つ
桔
び
け
り
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
少

L
は
竹
の
役
に
れ
つ

b

の
に
す
る
こ
と
が
出
＊
た
と
息
い
よ
ヤ
“

litM地
．Jt
の
数
人
て
始
め
に
こ
の
泊

仙
な

F
仏

っ
に
懇
船
杖
は
．
始
代
的
に

“四
ーK
は
ど
に
駈
ら
み
、
そ
の

i
A

・
人
が

M
|
A
の
披
災
し
た
人
々
と
lJI

り
令
い
、

I

ぶ
”IIは
ど
の
皿
に
何

Ii
A

何

f
人
の
人
の
怜
に
な
り
よ

L
に
．
．
 
i
 

の
析
仙
の

一
盾
の
成
出
は
こ
の
人
OJ
松

ピ
と
息
し
よ
す
｀
•
；
＂k
k
“

に
L

て

liり
ば
、

i
k
Mが
什

っ
て

b
北
り
赳

え
て
行
＂

る
と
息
い

i
t
竹
さ

A
の

は

h
、
感
刈

L
よ
す
．

（
約
小
出

lll)
A IIJ3AMJ罵繍層



1リ951|：． 4 J l 20 l l 神戸学生・膏年センター ニュース 第21号 (8 I 

11・ヽIIIIII`｀ー！•911`ー.,｀‘‘91911J 

家松を呼んてさた。求松が米IILの仲が井化竹年t＜クーてあCK.~~訟災中のIVI学かと学生七ンターてーか＂しJっとてなんとK比窮tンクーては1112511頃からi5神戸大学大学院経済学研究科
:-．．．．．．．中し岱^占nIt靡てあK胤命開詣腐動を船-ー

~（中国人留学生）金哲松っにが、これからの紺祁生泊に月めて、偵災Lた罪化に当悶．

岱大Jt貨かlては絶雑的てあ；frlザを放乗術合の提供及びホームス・アイ｀~〇加11口叫〗叫□叫1〗[111ロiがついたのは．よあ粘構な・LとっKか・してあっに．が．ど`）へいじめとする七ンクーの殷H粁さiiてあるが｀それよりしっt荏ぶってしお圧しに助＂＾＂い支・文"•7んのお藉て．私はザ年レポートi~べさ・-とはIfiLい神い文化とb怒仙的な場血．て‘fll小作にHLてセ＾扁前さ終わり·よた新ししi・月．入るような人佃水米の良仕のし問じ．じゃ侑ヤtに川してはし什店し兒つかっに．
"111ifitlii皿てはないかと息・7.？tっと援助しようtするのがIlk霞は人々に大きすぎる不＇心・~-よるてrそLてひtつが終hり．杵油てあっに．板松を辿れて一時と被打をしたらLた。てbwJi~一そtてひとつが小よれ」の成で紺旧Lて一人て仄ってさに私は．の人々は敗災にn11ず頑張ってi

＂てある。しとの沿難lJI所には戻いなしのている．W戸のfJiの拒る所ょてA-
~神Fに米て二年11になるとこIHっていKが．友人の111介てやっ情に溢れている。私し当価の川5

iみて．人管からの家族滞it"iiiと新しい沿虹場所が見つかっK.＂を釆り越えて頑張りにいと息う．． 
iがやっとてて．昨iFll"1311に僕祁にとっては＂沢過ぎるぐらいILOVEKoBEi

，ヽ1111,．． 

留学生・就学生支援活動の記録

①生活一時金(3万円）の支給
(2/1~3/31) 

巳大学・承大校学計院その・薙他天一
379 
384 
763 

中国人

l胃ll1_ 韓国人

その他
計

＂： その他の国は、台港(26)、バン
グラテシュ(13)、インドネシア(5)、
以下3人ガ、オーストラリア、ベト
ナし、香港、ミャンマー、 2人ガマ
レーシア、プラジル、フィリピン、
ニュージーランド、 1人ガボルト7J
ル、ザンピア、エジプト、アメリカ、
トルコ、イギリス、メキシコ、スイ
ス、スリランカ、 ネバール。

②ii¥―l:,ステイの紹介
受け入れ希望 1 3 8 tl: 
実際の受け入れ 1 5 tt 

Rセンターでの宿泊
1/25~4/11平均約15名

延ぺ 1120名

暉員の1共お
自転車 48台
オートバイ 20台
冷蔽隅 3台
洗渥機 説3
カラーテレピ 9台

・><>-<><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><以-~><><><x><ス><><><><><><><><><><><><><><><><'"".><><刃

19 I◄ 11 

，
 

7
 

5
 

4
 

"‘
 

2
.
I
 

:U) 26 25 24 23 2
 "‘
 18 ． 7 

k
坤
誤

oIi
ii町
“
心
と
ば
れ
絹
究
＾
＾
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．
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の
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れ
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k
氏
の
水
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G
．
怜
翠
珍
G
.

爪
祁
肌
地
Jt
．
物
沢
け
租

ワ
ー
キ
ン
グ
K
ん
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よ
り
パ

ン
．
K
阪
の
壊
J
f
.
i
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川
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・
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来
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収
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＾
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＊
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佑
．
サ
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ワ
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キ
ャ
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ペ

ー
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よ
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シ
ャ
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駐
災
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閃
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．
h
支
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会
が
七
ン
ク
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内
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愛
知
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追
字
予
竹
て
女
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よ
り
バ
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笞
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除
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ダ
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刀
"
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＂
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孜
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／
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隅
谷

思
想
の
液
状
化

吾
"
1
U
n
"

｛

-IL
七

i-r四
＂
こ
小

J
i
u
国一
U
外
駈
物

u
g荀
Tl
-
旧
+
"
兄
打

ー

4
 -．．

ヽ

三
喜
男

-
H
十
七
U

、
阪
抽

~
一
柑
は
私
た
ら
の
経
験
す
る

と
こ
ろ
で
は
、
未
曾
布
の
烈
紺
に
見
舞
わ
れ
、
万
千

人
を
超
す
死
者
を

111す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た。

私
は
皿
切
界
大
阻
災
で
家
が
崩
戦
し
、
焼
き
Illさ

れ
る
経
験
を
し
ま
し
た
が
、
今
廊
は
早
朝
で
あ
っ
た

た
め
、
神
戸
市
艮
川
区
な
ど
を
除
く
と
火
災
の
抜
宵

は
、
関
東
大
紺
災
ほ
ど
で
な
か
っ
た
の
は
、
せ
め
て

も
の
字
で
あ
っ
た
、
と
い
え
ま
し
ょ
う
か
．

と
こ
ろ
で
、
阪
神
大
地
関
は
直
下
艇
で
あ

っ
た
こ

と
か
ら
、
地

F
地
尉
の
版
状
化
現
象
が
見
ら
れ
た
と
、

ili圃
や
T
V
は
伝
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

を

H
に
し
な
が
ら
、
私
は
他
界
の
、
そ
し
て
11本
の
、

政
泊
、
社
会
、
更
に
は
思
想
の
滋
乱
状
態
を
111心
い
起

こ
し
ま
し
た

ollt昇
は
こ
の
七
、
八
年
大
激
視
に
見

舞
わ
れ
て
い
ま
す
e

こ
の
激
霞
で
、
戦
後
似
十
年
世

界
を
二
分
し
て
き
た
東
西
の
対
立
は
、
ソ
辿
共
躯
主

毅
体
制
の

lui隈
と
い
う
こ
と
で
、

IOIれ
沼
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
余
震
が
続
い
て
、
阻
昇
の
状
剪

は
安
定
し
ま
せ
ん
。

そ
の
大
き
な
余
紺
の
ー
つ
は
日
＊
の
政
治
状
勢
と

胃
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
c

五
十
れ
年
体
制
と
門
わ

れ
た
保
守

・
箪
新
の
体
制
が
刷
れ
、

jE
に
骰
状
化
の

翡
で
す
。
液
状
化
は
政
治
の
柑
界
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
思
想
の
匪
界
も
祓
状
化
現
線
の
小
に
あ
る

と
行
っ
て
↓
い
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
漢
然
と
で
は
あ

れ
、
考
え
て
い
た
人
生
の
生
き
方
、
社
会
の
兒
力
な

ど
が
、
恨
底
か
ら
捕
さ
ぷ
ら
れ
て
、
力
佃
を
見
失
っ

て
い
る
と
百
わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
私
た
ら

は
こ
こ
で
改
め
て
自
己
を
見
つ
め
、
関
人
を
見
つ
め

て
、
歩
み
を
訊
ら
な
い
よ
う
に
。
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一
九
九
H
年
二
月
し
＂

り
ま
す
よ
う
に

総
主
I
J
l

小
杉

U
次

ヵ
弥
＜

池
頂
発
生
後
、
三
週
間
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

lll愕
と
恐
怖
の
思
い

が
少
し
ず
つ
逮
の
き
、
Iylfl
へ
の

Iuooに
向
け
、

生
き
．
る
生
へ
の
意
欲
を
旧

IUさ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
と
推
寮
い
た
し
ま
す
．

何
よ
り
も
先
ず
、
こ
の
度
の
大
地
紺
に
よ
り
、
五

f
余
名
の
生
命
が
失
わ
れ
る

巾
、
家
屋
が

lii埃
、
戦
槃
、
生
活
梱
が
破
隈
さ
れ
て
し
ま
っ
た
多
く
の

J
o
c
s

関
係
者
の
皆
様
に
、
神
の
深
い
慰
め
、
人
智
を
出
え
た
平
安
が
豊
か
に
与
え
ら
れ

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
折
り
い
た
し
ま
す
。

一
11
bljtく
、
囮
災
前
の
他
紐
な
市
民

生
活
へ
と
回
復
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
り
に
割
っ
て
お
リ
ま
す
。

平
皆
の
物
心
両
雁
に
わ
た
る
お
支
え
を
い
た
だ
い
て
い
る

J
o
c
sは、

十
七

n未
191の
大
地
紺
発
生
後
、

El＊
キ
リ
ス
ト
者
保
科
述
附

(
J
C
M
A
)
と

連
絡
を
収
り
、
翌

nに
は
緊
忍
医
旅
活
動
の
た
め
、
梃
師
や
府
隕
婦
を
派
逍
、
情

様
へ
の
支
援
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
し
、
関
W
N
G
O
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
巾
の

r
医
狙
既
」
と
し
て
、

J
o
c
s川
務
局
ス
タ
ッ
フ
を
し
動
員
し

な
が
ら
、
被
災
地
で
の
区
叙
帖
動
に
全
力
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
、
上
な
る
力
を
仰
ざ
つ
つ
、
気
を
確
か
に
け
ち
、

ilj起
に
佃
け
、

歩
み
tllし
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
た
ら
も
、
物
心
jii面
に
“
き
、
能
う
る
限
り
の

協

h
と
支
楼
を
さ
せ
て
い
に
だ
き
た
＜
存
じ
ま
す
。
神
の
平
安
が
付
様
と
共
に
あ

し
上
げ
ま
す
。

の
方
々
し＿一
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あ
の
H
、
今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
捕
れ
に
飛

び
起
き
た
。
そ
の
描
れ
を
感
じ
た
の
は
大
阪
で
、
で
あ

っ
た
が
、

ま
さ
か
あ
の
ひ
と
揺
れ
が
、
五
千
人
以
上
も
の
命
を
奪
う
も
の

に
な
ろ
う
と
は
、

思
い
も
し
な
か
っ
た
。

J
o
c
s関
西
引
務
局
は
、
大
阪
市
巾
央
区
に
あ
る
。
地
囮

発
生
後
、
か
ろ
う
じ
て
動
い
た
京
阪
坦
車
に
乗
り
、

U
務
局
へ

と
向
か
っ
た
。
駅
か
ら
lJI務
局
ま
で
七
分
程
の
道
の
り
、
大
き

な
ピ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
古
い
家
の
瓦
は
無
ざ
ん
に
も
下

≪・
及

森
ら
て
粉
々
に
な
っ
て
い
た
。
近
く
の
酎
の
老
舗
“
柴
藤
“

震
汀
げ
い
い
い
い
日
。
汀
い

局
の
小
は
、
思
っ
て

い
た
よ
り
も
披
宵
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
小
奥
が
ぎ
っ
ら
り
つ
ま
っ
て
い
る
ロ
ッ
カ
ー
が
、

五
セ

ノ
チ
程
前
に
ズ
レ
て
い
た
の
を
見
つ
け
、
背
す
じ
が
寒
く
な
っ

大
た
の
を
丸
え
て
い
る
。

地
設
の
翌
H
か
ら
、
関
西
lJi務
局
は
に
わ
か
に
忙
し
く
な
っ

神

｀
阪
且
訂
豆
日
。
い
い
い
い

の
方
々
が
、
少
し
で
も
役
に
立
て
た
ら
と
雹
話
を
し
て
く
れ
た
。

そ
う
い
う
気
持
ち
に
ど
れ
だ
け
私
た
ち
が
励
ま
さ
れ
、
ま
た
妍

し
く
思
っ
た
こ
と
か
。

一
月
二
十
七
日
、
地
関
が
起
き
て
か
ら
十
＂

El．
梅

m駅
か

ら
阪
急
電
単
に
乗
り
、
西
宮
北
U
駅
へ
向
か
っ
た
。
庫
窓
か
ら

見
る
風
飛
は
、
園
爪
が
梅
田
駅
を
推
れ
る
に
つ
れ
、
ま
る
で
コ

マ
送
り
の
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
。
大
き
な

プ
ル
ー
の
シ
ー
ト
が
だ
ん
だ
ん
多
く
、
視
界
の
小
に
飛
び
込
ん

で
き
た
。
西
宮
北
U
駅
を
陥
リ
、
す
ぐ
に
目
に
つ
い
た
の
は
、

駅
前
に
駐
め
ら
れ
た
自
転

IlIの
多
さ
と
張
り
紙
の
多
さ
。
自
転

車
は
多
く
の
人
た
ら
の
大
出
な
足
で
あ
り
、
ま
た
張
リ
紙
は
、

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
阻
要
な
伝
達
方
法
で
あ
る
と
容
易
に
判
断

一
月
十
七
日
仰

早
朝
五
時
四
十
六
分
、
兵
庫
県
南
部
に
地
震
発
生。

一
月
十
八
日
困

大
阪
Y
M
C
A
国
際

・
社
会
奉
仕
セ
ン
ク
ー
館
長

の
真
鳩
克
成
氏
よ
り
、
間
西
国
際
協
力
協
繕
会
に

対
し
て
緊
急
要
＂
。
そ
れ
に
応
ず
る
形
で
医
療
面

を
関
係
社
団
体
が
協
力
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
た
。

一
月
十
九
日
困

淀
川
キ
リ
ス
ト
敦
病
院
の
医
師
を
中
心
に
活
動
を

開
始
。
連
絡
セ
ン
タ
ー
、
医
療
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
翼

録
場
所
と
し
て
、

J
o
c
s関
西
事
務
局
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
活
動
開
始
。
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ー
ム
の
履
初
の
活
動
は
検
死
。
現
地
の
活
動
の

俎
点
を
西
宮
市
中
央
体
育
館
に
設
置
。

一
月
二
十
日
曲

西
宮
中
央
体
育
館
に
診
療
所
と
巡
回
診
療
の
拠
点

設
置
。
活
動
開
始
。

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
療
捉
事
者
が
全
国
か
ら
医
某
品

等
を
持
っ
て
、
次
々
に
到
着
。

一
月
二
十
一
日
3

車
で
東
灘
区
、
芦
屋
市
方
面
の
巡
回
診
療
の
た
め

出
動
。
医
療
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
問
い
合
わ
せ
、
申

し
込
み
が
相
次
ぐ
0

名
称
を

r
関
西
N
G
o
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
医
療
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
す
る
事
を
決

定。
一
月
二
十
二
日
卸

昨
日
に
引
き
続
き
、
医
療
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
電
話

関
西
N
G
o

ネ
ッ
ト
ワ
—
ワ

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
記
録
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111 奥紺り値

で
き
た
。

す
で
に
一
月
十
九

11か
ら
、
多
く
の
医
狙
関
係
者
（
主
に
低

師
・
符
脹
蜻
）
の
方
々
が
活
動
を
始
め
て
い
る
西
宮
巾
中
央
休

嘉
を
目
指
し
、
歩
き

111し
た
。
歩
き
な
が
ら
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
そ
の
光
恨
は
、
テ
レ
ピ
で
見
て
い
る
以
上
だ
っ
た
。
多

く
の
家
が
傾
き
、
壁
が
浴
ち
、

見
る
に
忍
び
な
い
家
も
多
か

っ

た
。
し
か
し
反
対
に
、
外
か
ら
見
た
限
り
で
は
た
い
し
た
被
柑

b
な
い
家
も
あ
っ
た
。
そ
の
叫
間
は
、
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い

た
。
西
宮

ifi小
央
体
育
館
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
避
難
し
て

い
た
。
仏
い
休
育
館
に
は
、
び
っ
し
り
と
布
団
が
ひ
か
れ
て
い

る
。
東
点
か
ら
友
人
六
名
と
共
に
医
僚
活
動
に
参
加
し
た
川
村

忠
子
さ
ん
（
活
設
姉
）
は

r
こ
の
状
況
を
見
て
、
何
も
考
え
な

か
っ
た
ら
う
そ
だ
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
学
ん
だ
こ
と

が
多
か
っ
た
」
と
感
想
を
栢
っ
て
く
れ
た
。

今
前
、
関
西

N
G
o
ネ
ッ
ト
ワ
J
ク
版
旗
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
貝
と
し
て
多
く
の
方
々
が
活
動
し
て
下
さ
リ
、
今
も
な
お
そ

の
活
動
は
紐
い
て
い
る
。
そ
の
小
か
ら
阻
名
の
方
々
に
感
想
を

出
い
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
屈
、
戦
菜
か
ら
、
今
団
．

の
lliを
ど
う
取
ら
え
労
え
た
の
か
、
ぜ
ひ
説
み
取

っ
て
い
た
だ

き

た

い

。

（

掘

巣

部

）

多
数
c

潤
小
学
校
に
診
撹
所
開
設
。
紐
い
て
六
甲

小
学
校
に
も
珍
療
所
を
開
骰
し
た
。

夜
｀
瀾
小
学
校
、
六
甲
小
学
校
に
か
な
り
の
人
数

の
患
者
さ
ん
が
来
た
と
の
連
絲
入
る
。

一
月
二
十
三
日
側

朝
日
新
聞
等
、
マ
ス

コ
ミ
聞
係
に
医
療
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集
の
情
報
を
流
し
た
た
め
、
西
宮
市
中
央

体
育
館
の
携
帯
也
話
が
鳩
り
っ
ば
な
し
に
な
る
。

八
王
子
薬
剤
師
会
が
大
皇
の
医
甜
品
を
寄
付
し
て

下
さ
る
。

一
月
二
十
四

B
図
以
降

常
設
の
診
療
所
は
関
西
N
G
o
医
療
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
本
部
の
あ
る
西
宮
中
央
体
官
館
の
他
、
体
育
館

近
く
の
平
木
小
学
校
、
平
木
中
学
校
、
神
戸
東
潤

区
の
住
之
江
公
民
館
、
濱
区
の
瀾
小
学
校
、
六
甲

小
学
校
、
広
耶
小
学
校
、
長
田
区
の
西
神
戸
Y
M

C

A
（
一
月
三
十
日
で
終
了
）
の
八
ヵ
所
と
な
る
。

徐
々
に
救
急
医
療
か
ら
、
風
邪
や
憧
性
疾
思
の
治

療
、
お
よ
ぴ
避
難
所
の
人
々
の
栄
繋
改
善
、

高
齢

者
や
障
審
者
へ
の
ケ
ア
、
彼
災
者
の
精
神
的
ケ
ア

が
主
体
と
な
る
。

各
県
、
日
赤
、
兵
庫
医
大
な
ど
か
ら
の
応
援
医
療

チ
ー
ム
と
の
連
絡
潤
竪
会
議
が
西
宮
市
で
は
週
一

回
、
神
戸
市
東
潤
区
、
灘
区
で
は
＿

l-
日
に
一
回
も

た
れ
る
。

二
月
四

B
出

前
、
現
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
、
そ
の

他
の
間
係
者
十
二
名
で
現
状
分
析
、

問
題
点
の
協

譲
、
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

二
月
十
五

B
困

．

住
之
江
公
民
館
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
近
く
の
大
き
な

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
引
き
受
け
て
も
ら
い
撤
収
。
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事務コーディネーターの

視点から
林 かぐみ

前
夜
ま
で
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
西
宮
市

中
央
体
育
館
に
稽
い
た
の
は
、
一
月
二
十

日
夜
遅
く
で
し
た
。
翌
朝
さ
っ
そ
く
、
西

宮
市
の
関
係
者
と
、
同
じ
く
市
内
で
医
狙

活
動
を
開
始
す
る
他
組
紐
の
人
た
ち
と
の

打
ち
合
わ
せ
。
診
察
至
に
戻
る
と
、
診
て

も
ら
え
る
と
知
っ
た
息
者
さ
ん
が
次
々
と

訪
れ
始
め
、
週
末
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ

て
か
｀

一
般
の
医
奴
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
ぞ

く
ぞ
く
集
ま
り
始
め
、
単
務
機
能
は
早
々

に
体
育
植
一
附
の
観
戦
席
へ
と
移
り
ま
し

た
。
そ
の
日
の
深
夜
か
ら
は

一
般
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
訓
合
せ
と

111し
込
み
が
殺
到
。

市
役
所
へ
の
問
合
せ
が
こ
ち
ら
に
回
さ
れ
、

肌
せ
ず
し
て
庇
大
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
業
務
が
発
生
し
た
の
で
す
。
丸
二
日

間
は
祖
話
に
貼
り
つ
け
状
糾
で
し
た
が
、

本
米
の
事
務
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事

の
中
心
は
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
淵
在
H
数

な
ど
の
条
件
と
、
各
々
の
診
狙
現
場
で
の

ニ
ー
ズ
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
人
の
記
版
を

ぶ

決

め

、

チ

ー

ム

を

~

、
．

ェ＼贔
{
[̀[ 

宮

-
じ
匹
西

応一心

つ
く
る
こ
と
で
す
。

囲
削
連
絡
な
く
米

る
方
b
少
な
く
な

い
た
め
、
と
に
か

く
決
め
な
く
ち
ゃ

と
、
は
な
は
だ
乱

暴
な
ア
レ
ン
ジ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。あ

わ
た
だ
し
さ
と
而
識
も
な
い
人
た
ち

の
中
で
し
た
が
、
働
き
の
身
近
に
い
る
こ

と
で
、
様
々
な
方
た
ち
と

111会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
診
察
当
を
出
て
体
育
館
全

体
の
附
生
瑯
項
づ
く
り
へ
と
鰍
き
を
広
げ

て
い
っ
た
メ
ン
パ
ー
。
換
気
の
た
め
に
窓

を
肌
け
る
こ
と
、
う
が
い
猿
の
設
阻
、

ト

イ
レ
等
の
消
揖
が
央
行
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
避
幽
所
lll当
の
メ
ン
パ
ー
は
、
地
図

と
避
難
所
リ
ス
ト
で
巡
回
計
画
を
立
て
ま

す
。
地
元
開
業
医
の
頂
間
状
況
な
ど
の
情

判
も
よ
り
確
か
な
も
の
、
使
え
る
も
の
に

し
て
、
や
っ
と

Hi発
準
伽
0
k
で
す
。
そ

し
て
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、

詑
銑
を
作
り
、

叫

fl以
降
へ
つ
な
げ
ま
す
。
猜
段
よ
り
は

る
か
に
、
白
衣
に
省
せ
ら
れ
る
期
待
は
大

き
く
、
多
岐
に
わ
た
る
だ
ろ
う
こ
と
は
、

た
や
す
く
想
低
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

駅
界
の
小
で
、
そ
の
人
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
状
態
へ
近
づ
け
る
た
め
の
働
き
人
で
あ

ろ
う
と
す
る
人
た
ち
の
仙
命
感
を
感
じ
ま

し
た
。指

揮
を
と
ら
れ
た
J
C
M
A
.
J
o
c

S
関
係
の
力
た
ち
の
小
に
、
こ
の
活
動
の

立
つ
ぺ
き
と
こ
ろ
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
た
い

へ
ん
lfi製
な
こ
と
で
し

た
。
肖
民
含
め
て
、
現
地
の
医
叙

・
保
仙

分
野
の
汁
会
資
源
が
佃
復
す
る
ま
で
の
ピ

ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
。
期
限
つ
き
袖
完
的
で
あ

り
な
が
ら
、

よ
り
助
け
を
必
股
と
す
る
人

の
も
と
へ
と
い
う
在
り
方
。
そ
し
て
、
思

い
を
共
に
す
る
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
紐

こ
う
と
い
う
姿
蜀
。
二
十
一

H
か
ら
維
夜

持
た
れ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
行
政

m当

者
を
含
め
、
市
内
で
医
療
活
動
を
す
る
諸

肌
休
間
の
連
携
を
越
え
て
、

共
に
働
く
た

め
の
場
づ
く
り
と
も
な
っ
て
い
た
よ
う
に

息
い
ま
す
。
と
り
わ
け
巡
回
活
動
の
メ
ン

パ
ー
に
と
っ
て
は
、
脳
々
の
息
者
さ
ん
や

各
避
媒
所
で
の
戸
に
、
可
能
な
範
間
で
応

え
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
貨
頂
な
機
会
で

し
た
。深

杖
ま
で
樅
ljf俎
話
が
鳴
っ
て
い
た
あ

る
晩
、
ぶ
辟
nU
の
音
が
肋
涸
く
て
、
神
経
に

さ
わ
る
」
と
百
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
忙
し
さ
の
小
に
も
あ
る
種
の
洲
揚
、

ハ
リ
を
感
じ
て
い
た
の
は
事
火
で
す
。
困

難
の
小
に
い
る
人
た
ち
と
共
に
あ
ろ
う
と

す
る
活
動
が
、
そ
の
目
的
か
ら
離
れ
、
八

に
と
願
う
人
た
ち
の
こ
と
が
目
に
は
い
ら

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

百
名
を
超
え
る

一
般
医
椒
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
、
活
動
の
基
軸
を
相
わ
れ
た

ji
々
、
徊
り
で
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
下
さ

っ
た
方
々
の
思
い
が
、
新
た
な
課
題
に
向

か
わ
れ
る
被
災
者
の
皆
さ
ま
の
安
ら
ぎ
に

つ
な
が
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
ま
す
。

（
は
や
し
か
ぐ
み
ア
ジ
ア
保
健
研
修
所
）
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今
皿
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
さ
わ
や
か
さ
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

十
七

11
の
午
前
中
か
ら
パ
ニ
ッ
ク
の
よ

う
に
放
映
さ
れ
る
別
災
の
倖
状
に
国
民
み

ん
な
が
何
か
お
手
伝
い
し
た
い
と
111心
わ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
も
そ
の
一
人
で
あ

っ
た
。
出
故
頂
後
の
如
が
命
救
舷
に
は
間
に

合
わ
な
く
て
も
、
泄
難
所
で
不
自
rJI
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
た
ち
の
診
掠
な

ど
で
何
か
お
手
伝
い
し
た
い
。
こ
の
思
い

は
診
療
所
の
職
員
皆
同
じ
で
、
私
が
代
表

と
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ば
ら
ば
ら
に
行
っ
て
は
受

け
手
も
大
変
で
あ
ろ
う
。
出
来
れ
ば
組
織

と
し
て
ま
と
ま

っ
て
仕
出
を
し
た
い
と
考

え、

J
o
c
sに
連
絡
を
取
っ
た
．
十
八

11
、
小
沢
常
務
理

lIl
．
小
杉
総
主
lJToJ刊

断
が
お
り
る
．

J
o
c
sは
洵
外
医
旅
協

力
会
で
国
内
の
緊
地
医
燎
援
助
は
祈
動
の

11に
人
っ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

大
災
甘
で
あ
り
、

H
本
キ
リ
ス
ト
者
伝
科

連
叫

(
J
C
M
A
)
と
協
力
し
出
来
る
だ

け
の
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
十
九

H
仕
事
を
そ
う
そ
う
に
終
わ
ら

せ
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
大
阪
へ
向
か
う
。

J
o
c
s関
西
事
務
局
に
立
ち
寄
る
．
連

絡
に
頂
闘
さ
れ
て
き
た
惰
木
戦
員
か
ら
現

状
を
期
き
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
へ
刑
か

う
。
院
長
他
多
く
の
朦
日
が
被
災
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
辻
木
副
院
長
を

111心
に
救

急
患
者
の
受
け
入
れ
と
救
援
活
動
に
苦
闘

さ
れ
て
い
た
。
夜
遅
く
、
そ
の

H
の
救
抜

括
動
か
ら
佃
ら
れ
た
医
師
、
哨
設
婦
さ
ん

を
交
え
状
況
を
分
析
し
、
翌
H
か
ら
何
を

す
べ
き
か
を
検
肘
す
る
。

[
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二
十

n午
前
に
、
附
宮
市
小
央
休
行
館

に
関
西

N
G
Oネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
探
燎
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
第
一
キ
ャ
ン
プ
を
股
営
し
、

午
後
か
ら
診
旅
を
開
始
す
る
。
本
当
に
困

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
こ
の
診
僚
所
に
多

い
11
で
三
百
名
近
い
椒
災
消
が
受
診
さ
れ

た
。
と
問
時
に
、
こ
の

N
G
Oネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
通
し
て
多
く
の
医
僚
従

m秤
が

統
々
集
ま
っ
て
く
れ
た
。

S
I
J
A
R
E
（因

際
保
随
市
民
の
会
）
、
自
治
医
科
大
学
、
兵

肌
医
大
、
自
衛
隊
、
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病

院
、
愛
知
国
際
府
院
、
岡
山
博
愛
会
病
院

者
な
ど
な
ど
、
政
府
機
開
か
ら
小
さ
な

N
G

0
ま
で
、
又
こ
う
し
た
紺
撤
に
肌
さ
な
い

慕

全
く
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の

111し

筑も

Illが
ひ
っ
き
り
熊
し
に
続
い
た
の
も
罵
き

で
あ
っ
た
。
「
三
日
間
休
み
を
取
っ
て
き
ま

し
た
」
、

r
大
阪
で
の
診
療
を
終
え
た
後
、

夜
九
時
か
ら
深
夜
一
時
ぐ
ら
い
ま
で
動
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
J

.

皆
食
料
を
背
負
い

寝
袋
を

m意
し
て
来
て
体
育
館
の
シ
ャ
ワ

ー
窒
｀
学
校
の
保
健
室
の
一
部
の
床
に
雑

焦
寝
し
て
の
診
原
活
動
で
あ
る
。
戟
種
も

様
々
、
哨
股
婦
、

保
健
婦
、
薬
剤
師
、
介

ラ
ン

楢
戸
健
次
郎

阪
神
大
震
災
で
の
ボ

テ
ィ
ア

股

t
医
師
｀
棋
科
医
師
、
鍼
灸
師
、
事

務
謂
脱
役
、
作
業
僚
法
士
、
オ
ー
ト
パ
イ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
。
巾
し
出
は
多
い
睛

で
三

0
0人
に
も
達
し
、
私
た
ら
で
そ
の

腑
き
場
を
川
恥
で
き
た
の
は
飢
日
百
人
足

ら
ず
。
そ
の
多
く
柏
窓
を
感
謝
し
つ
つ
お

断
り
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
皆
黙
々
と

こ
の
困
難
に
立
ち
刑
か
っ
て
い
る
人
た
ち

に
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
し
た
い
と
い
う

気
持
ら
か
ら
だ
ろ
う
、
夜
遅
く
ま
で
働
い

た
。
勿
論
訛
も
報
間
や
交
通
代
｀
食
貨
を

要
求
し
た
り
、
指
示
さ
れ
た
仕
引
を
拒
否

す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

今
囲
の
活
動
を
通
じ
て
私
は
、
一
般
の

H
木
人
の
熱
い
思
い
、
暖
か
い
心
を
円
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。
私
た
ち
の

J
o
c
sも

こ
の
ボ
ラ
ン
ク
リ
ズ
ム
の
原
点
を
大
耳
に

し
て
い
き
た
い
。

（
な
ら
と
け
ん
じ
ろ
う

迎
事ワ

ー
カ
J
か
ら
の
手
紙
①

神
戸
の
大
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
に
大

変
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
．
亡
（
な

ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
現
が
天
国
で

趙
い
よ
ナ
よ
う
．
肉
親
、
友
人
を
失

わ
れ
た
方
々
の
悲
し
み
が
早
（
撹
や

さ
れ

i
す
よ
う
に
析
ら
ず
に
は
お
ら

れ

ま

せ

ん

。

石

田

北

美

流

渡

診

頂

所

長

栢

J
o
c
s常
任

医
師
）
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兵 ）車只1 叫甘音r5 出l!J 投途 f笈 卵 且 支 ： 援 さ ;:tミランライア

移送サービス

『車いすのまま移動！』

リフトカーで送 迎 い た し ま す 。

① Il£いす ・竜動車いすを利用されている方

②寝 たきりの方 (1U架 ・ス トレッチャ ー での移動ができます)-

．③公共交通機関を使っての移動が困難な樟術（児）者 ・高齢名の方

〔費用について）

運行は無料ですが、有料浙速道路 ・有料駐 IIt場 iりは、利用者負担です．

詳しくは、下記までお問し）合わせくださし）。
土 ｝寧県面部雌1霙

『移送 サービス支援ポランティア』対策本部

駕話 ：03 0 -3 1. -8 4 5 7 9 介）＼’'）関支文

可） LいT



バヌアツにl笈1／応を送る会 隠翫樗↑1汀
大阪市中央区心完橋筋l丁且4翻 8月

（大宝ビル 2F)
霞話 06 (2 5 2) 1 4 2 0 

「心の相談室」のこ案内

阪神大震災の被災者の皆様には、心よりお見郷い 1]1し」＿げます。

私ともは―心の相談室」を下記のとおり開設しておりますので、

お気軽にこ相談くたさい。

記

1 設置場所等

労働栢祉事業団

大阪産業保健栢進センター

〒541 大阪市中央区本町2-1-G堺筋本Ill]-c)ターヒル9「

（フリーダイヤル）

0 1 2 0 

0 1 2 0 

9

9

 

9

9

 

8

8

 

1

2

 

0

0

 

9

8

 2 受付 IJ時

平成 7年ど月 1Hから当分の間 午前 91l:¥・~'「後 5時

ただし、上曜日、日曜日、祝日を除く。

3 相談への対応者

専門の医師及びカウンセラー

4 I心の相談至」の設凶者

・（社）大阪府区I:I『会

・労働福祉事業団 大阪産業保健111：進センタ-・



9
9文

化
平
棠
団
は
、
阪
神
大
誕
災
救

•

•
四
金
を
苔
諄
て
い
ま
す
。
国
環
堕
ロ
ビ
ル
＝
面
の

．

暑

（

午

煎

紺

1
午

毯

贔

土

、
品

、

＇

一g)伍
姦
℃
て
い
た
だ
く
か
、

「
阪
神
大
綱
災
救
扱

金
j

と
明
記
し
て
、
現
金
害
留
、
鄭
便
振
替
の
い
す
れ
か

で、

〒
5
3
0
.
1
1
大
阪
市
北
区
中
之
島
？
め
2
の
4

朝
日
新
問
本
認
呪
寺
和
滋
業
団
．
〈
郵
便
諏
翌

・
0
0九

1
0
1
九
ー
一
四
九
九
0
)
へ
。
寄
託
者
名
は
各
地
荘
広

品
獣
し
て
い
ま
す
。
園
名
登
滅
の
方
は
そ
の
旨
を
阻

a

し
て

下

さ

い

。

朝

日
新
間
大
阪
庫
生
文
化
亭
業
団

3; ・..；．., 
•· ... £芍ゞヽ・

ぇさ`r： f ・ •烹平ゞ f < ‘‘ , :• ヽ •• r，，． ・ヽ． ＇玉• ;・ ` 

-'-• ，．よ心` 守巴極？［三，：戸?~:t::!ゞ?:：

虚

毀

伊

波

臨

克

a^
涵
音
楽
持
つ
力
が
山
せ
た
の
で
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
、
ピ
ー
ト
ル

「一

生
嬰
隠
い

5ヽ
だ
さ
る
は
な
い
で
し
ょ
う
」
。
ズ
の
嬰
羞
浪
磁
つ
家
が
全

姿
に
、
向

じ

時

問

や

璽

巽

直

屈

贋

蓋

糾

し

、

こ

の

員

届

醤

有
で
き
た
出
び
が
あ
り
ま
す
。
校
で
約
1
時
問
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
せ
る
中
年
の
女
性
は
蔀
災
終
了

後
、
「
裕
に
今
日
は
ら
れ
し

か
っ
た
」

と
涙
を
浮
か
ぺ
て
い

tc. 

'

◇
子
ら
へ
の
地
細
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
き
る

一
二
年
向
に
米
国

フ
ロ
リ
ダ
州
を
腹
っ
た
ハ
リ
ケ

ー
ン

「ア
ン
ド
リ
ュ
上
で
破

災
し
た
子
ら
の
視
状
や
教
師
の

対
応
を
ぽ
と
め
た
限
の
翻
訳

作
業
が
、
多
く
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
で

「災
鹿
遭
っ
た

子
と
も
た
ち
へ
小
学
校
教
岡

の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
剋

し
て
阻
り
上
が
っ
た
。

ハ
リ
ケ
ー
ン
被
災
の
子
と
も

溺崖ーし送

合計 兵渾 大阪 京都

者（人） 5501 図19 21 1 

孔月（人） 2 2 

゜゚:10IIが15分以在、近緞信区塾釈局閥ぺ）

た
菜
洛

――
分
の一が
、•一
年
市
西
区
学
園
匹
町
2

丁
日
の
日

後
も
、
ケ
ア
を
必
翌
す
る
直
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
。

p
s
D
(`父
m外
似
後
ス
ト
都
市
生
活
生
協
が
糾
合

aか
ら

レ
ス
障
出
）
の
庄
状
を
示
し
渠
め
た
名
は
、
衣
料
品
、
台
・

な

＊

所
鷹
な
と
を
す
る
。
加

マ
イ
ア
ミ
大
学
の
ラ

・
グ
レ
り
上
げ
楳
回
生
協
の
被
災
地
で

'

、

P
T
S
D症
状
の
の
救
援
活
曲
の
双
用
に
あ
て

子
と
も
た
ち
に
対
し
、
小
学
校
る
。
問
い
合
わ
せ
は
岡
生
協
名

の
拶
岬
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
と
谷
セ
ン
タ
ー

(Oi
.？9

ろ
対
処
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
か
を

4
.1
3
l
J
)
へ
．

注
と
め
た
。
掌
笈
に
遭
っ
た
13

．
お
花
兒
と
F
采
ー
ツ
大
会

本
の
子
と
も
た
ち
の
た
め
に
役
且
目
姦
刊
蒔
か
ら
本
皿
府

立
て
ば
と
、
隈
を
に
送
吹
田
市
千
組
万
闊
公
回
の
万
閲

っ
て
き
た
の
が
き
っ
か
け
。
記
念
倫
で
。
桜
の
下
で
長
な

破
災
池
の
邸
校
の
英
語
教
師
わ
と
び
セ
r
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
と

tc慕
翻
訳
し
、
訓
組
や
デ
ザ
を
し
て
遊
ぶ
。
小
、
中
学
生
が

イ
ン
な
と
は
す
ぺ
て
ポ
ラ
ン
テ
対
象
で
、
定
囚
は
30人
。
申
し

ィ
ア
が
仕
上
げ
た
。
内
沓
は
、
込
み
は
7
日
午
後
？
岡
ま
で
に

子
と
も
た
ち
が
破
災
扱
、
災
宙
主
佃
の
大
阪

y
w
e
A千
坦
セ

に
と
る
反
応
す
る
か
な
ど
、
心
ン
タ
ー
胄
年
部

(
0
6
.8
7

の
様
子
や
簡
単
な
鯰
斯
テ
ス•
2

.
0
:

＂
5

)
へ
。
集
合
船

ト
、
教
至
な
と
で
行
っ
兵
体
的
所
は
次
の
と
お
り
。

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
と
。
ハ
リ
ケ

J
R-＝-ノ
U
駅
II午
前
川
時

ー
ン
用
3
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
珀
総
▽
唇
心
仁
出

t"午
煎
紺
芍

翌
し
て
使
え
る
よ
う
に
加
箪

J
R本
阪
駅
＂
午
前
川
峙
牛

＊

・
エ
夫
さ
れ
た
。

●

●

A
S
HI
Y
Aさ
く
ら
F

籾
神
科
医
・
小
西
皿
子
さ
ん

E
S
T
I
V
A
L
8、
9
日

ら
罹
臥
が
饂
。

B
5判
、
午
前
11ー
午
秘
官
＂
囮
、
芦
悔
市

八
十
二
牙
で

一
万
部
発
行
す
の
呉
川
公
園
。
芦
賂
経
済
人
会

る
。
初
形
和
の
小
学
校
に
翡
訊
翡
。
吹
突
楽
や
ハ
ワ
イ

で
煕
忠
る
ほ
か
、
希
磁
者
は
ア
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
食
ぺ
枷

冥
費
四
『
＝
可ー
と

送

旦

醤

十

円
を
郵
罷
聟

(9
.

〇
几

ioー
九
ー

一
四
九
九

者

〇
、
朝
日
新
皿
大
阪
哲
文
化

明

磁
団
）
で
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
希

．
．
 

者

皿
と
必
ず
也
い
て
送
る
。

死

m訳
合
わ
せ
、
辿
絡
は
、

叩
且
訛
大
ー
笙
文
化
事
菜

団
路
甜
盟
、
作
け
6
・
る

2
01
.
9
6
1
8
へ11午
mr
よ．

 

Ill
匝
か
ら
午
設
6
時
ま
で
。

こ

土
、
且
翌
裾
日
楳
み
】

父霞大

盆
び
の
山
盾
駕
る
。

．
れ
秀
叩
謡
緊
此
っ
て
い
る
。

一
日
だ
け
で
も
可
。
問
い
合
わ

殿
冒
暖
瑾
月

1
,

♦
肋
員
に
よ
る
妊
蝠
・
宵

＂
恥
請
闘
虻
塵
軍

―

児
、
闘
の
こ
と
な
ッ
J

に
つ
い

て
次
の日
粗
で
雉料
相
談
に
応
♦

わ
く
ゎ
<
-
日
こ
ど
も
村

―

贔

闘

＇

午

毯

為

、

じ
令
希
望
者
に
は
乳
初
マ
ッ

サ
ー
ジ
も
す
る
。
い
ず
れ
も
午
芦
駆
市
訳
芦
屋
町
の
芦
歴
公
皿

後
1
l
ふ
g
半
、
袖
戸
市
潤
区
で
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
こ

山
田
町

3
1日
の
挫
豆
牢
面
こ
ろ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
隊
」
．主

年
セ
ン
タ
ー
で
。

8
、
15、
22
仙
で
、
綿
菜
子
、

ヨ
ー
ヨ
ー
つ

曰
▽
5
月
6
、
13、
20、
切
日
り
、
韓
殴
げ
な
と
を
熊
料
で
楽

▽
6
月
3
、

n、
17日
。
し
め
る
。
雨
天
中
止
。

ま
た
、
祖
版
必
品
力
し
て
く

p田自動寧
央m-l!!i宮JI
釦皇とlll●を

/i神戸トン
{II'!行さが ・

【
規
制
中
】
阪
神
＂北

神
戸
線
京
行
き

(O

ー

10也
、
澪
庚
悶
島
1
深
江
浜

(
6ー

21

問
）
、
神
芦
椒
酉
行
さ
尼
崎
東
_
武
四
川
と
同

滋

行

戻

罰

I
姫
烏

Gi)
▽
第
二
神
明
＂

坦
行
き
明
石
酉
ー
須
心

(6_m時
）
▽
新
神

戸
ト
ン
ネ
ル
11密
行
き
（
向
）

▽
中
園
道
11吹

田
ー
西
宮
北
ば
上
下
各
2
車
練
▽
国
道
2
号
11

尼
崎
市
西
大
島
交
芸
点
1
神
芦
市
直
区
塩
虞
交

苺
点

(
6_
21岡
）
▽
四
道
位
『
11尼
崎
市
武

庫
川
2
丁
自
ー
神
戸
市
川
区
岩
臨
交
蓬
点
（
同
）

【不
通
】
名
神
高
速
北
醤
1
尼
崎
▽
阪
神

醤
＂
湾
岸
線
の

＇
＇
苅
柑
、
到
戸
桃
位

軋
直
▽
第
二
神
叩
＂
須
幽
イ
ン
タ
ー
月
醤

且
111ラ
ン
プ
閉
祖
の
た
め
）

氾

□
訃囁

”: 

紐

翌

匹

ラ
屯

•-
こ

な
ジ．

=＿
―――――--―――――
 竺

こ
こ

竺i

六―Ii
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災害 「電話が通じなし＼・・・

羅
＊
屑
で
は
、
迎
品
樅

籾
を
続
り
に
く
く
な
り

ま
し
た
。
＊
訳
岱
口
が
5
3
t
た匹、

爵
い
救
肋
、
数
援
朽
動
を
す
る

の
に
、
迎
回
広
あ
堕
円
は
と
て

も
盃
で
す
。
N
T
贔

硲

の
恩
ァi
盈
硝
租
り
あ
Q
hを

見
直
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

ひ
R
Y
J
P
E
Iこ
ろ
か
ら
邸

肩
孟
叱
r乏
う
す
る
か
閉

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

（
ぶ
“
芸
ヨ
、
原
津
二
郎
）

まず線をつないでみる

審
醤
、
日
云
あ
暉
―
H

+
J
I
a
gた
、
冗
胆
柁
坊
絞
に
も
つ
な
が
る
，

伝
箆
文
れ
て
お
く
と
、
旧
証
邸
e

「
皿
部
が
”
望
追
っ
て
田
痴
あ

登

巽

E
て
い
る
人
向
士
で
追
ひ
と
が
向
問
叫
け
る
の
で
災
也

莉
か
取
り
え
る
。
し
か
し
、
こ
時
に
は
か
え
っ
て
役
に
立
ち
、
因

れ
は
使
い
方
が

Uな
た
め
、
罪
旧
さ
れ
て
い
ま
す
j

と
近
悶
移
動

器

に

倍

を

い

。

煎

級

セ

ン

タ
ー
の

見

―m
M
C

開
で
な
が
摂
だ
ら
蕩
は
し
て
い
て
も
使
え
る
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いつもは内容藍富な掲載記車を誦んでは、いろいろと多くの知俄を得甘せて頂きまして心よ

りお礼申し士げます。

さて私共はJARL関西地方本部R呼びかけや、それ以外に自主的にアマチュア無線を運用

して今回の阪神淡路大震災の災害救援非常無線を支えてきたメンバーです。

今同非常通信業務を運用し、開始当初より多くの困難や問題点が紐出し、その都度いずれ最

終総括胡菊西地n砥で行われるのでその場でお互いに討誰、検討し、その結論が緊急非常通

僧の在るぺき方向ずけになることを期待しておりました。しかしながら未だ連盟本部、関西地

方本部、兵暇県支部、大阪支部とも関係邪署のいずれも総括、反貨、更に次ぎえの発展9)計画

作成は行われていません。こんな事でいいのでしょうか？

にもかかわらず、 JARLニュースを初めとして、貴誌のCQ誌にも多くの人がごれらに関

しての記名入り投稿＃がでております。この多くの人の書いた内容には一部大きな誤解した開

違いのあろ文章をあり、正しい報告＂』：室て梨いごど i’現場で新•h1ふ私共SI 、Tlオ今まで、持

稿した人にたいして不信感と疑問視していました。

私共d)閥査では今回活動したHAM局の約半分はJARLの会貝ではありませんでした。そ

のためにもより正しい客観性のある記単が望まれ、それは活動した人が更なるポランティア活

動えの励みにもなり、活動しない人でも次の活動えの足がかりになるものと思います。ここに

マスコミの正しい報道が取りざたされているものと誤識しております。

そこで私共はごの機会に、中l団法人としてのJARLの正しい運営を望み非常通信遥営の反

省会と更なる非常通信の発展を検討するために会合をいたします。また同時に正しい報道の在

り方、記名記享の取り扱い等の検討もいたしたいと思います。これは世代交代等による価値筋

の多99性に対応出来なければ連盟の維持も、果ては出販物の維持も出来なくなる等の奇遇を僭

越ながらするからであります。

出席者はJARLの海老澤 牲初埋半、他本部責任者、関西地方本部長、大阪府支部長、兵

庫県支部長、岡山県支部長の各委貝と非常通信運用にあたった各地区コントロール局の8地区

の責任者及びそれに準ずる人をそれぞれ各局で 2-3人を予定しています。

これに黄社の出席を望みj[しい内容に触れていただく事は今後0)正しい報道、取材にも大きな

参考になることと考えご案内いたします。

時： 7月15日（土） 14. 00より

所： JARL関西地方本部会諜宝

敬具
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